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令和５年度
上半期町の財政状況報告

まちトピ

国保だより

パブリックコメントのお知らせ

各課からのおしらせ

児童館・子育て支援センター
からのおしらせ

図書館からのおしらせ

12月16日～１月15日カレンダー

表紙写真：写真は、９月16日（土）に役場庁舎および武道館で開催された
壬生町総合防災訓練の様子です。詳細は、本誌10ページをご覧ください。



　　　では、皆さんに町の財政状況を正しく理解し、納められた税金や国・県支出金がどのよう
　　　に使われているかを知っていただくため、「財政状況の公表に関する条例」に基づき、年
２回（広報みぶ６月・12月号）財政状況を公表しています。今回は、令和５年度上半期（令和５
年４月１日から９月30日）の収入と支出の状況等についてお知らせします。
　令和５年度一般会計当初予算額は154億６千万円でしたが、その後４回の補正を行い、９月30
日現在の予算額は167億1,165万２千円となりました。また、特別会計や公営企業会計について
も、国民健康保険、奨学資金、介護保険事業、後期高齢者医療、下水道事業でそれぞれ１回の補
正を行っています。

令和５年度上半期

町

町の財政状況報告町の財政状況報告￥ 町の財政状況報告
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一 般 会 計

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費

農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費

災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費

0 10億 20億 30億 40億歳 出 支出済額　63億1,222万9千円　執行率　37.8%
%

19億9,880万6千円

1億2,827万1千円
6,789万5千円

14万6千円
6万円

3千円
0円

0円

18億5,927万5千円
5億9,821万2千円

14億1,765万2千円
3億5,677万9千円

3億8,499万5千円
1億1,858万8千円

6億1,904万3千円
3億2,151万1千円

6千円
0円

3,000万円

14億3,942万2千円
7億8,143万4千円

26億4,103万1千円
12億3,430万円

6億8,447万1千円
3億2,874万7千円

15億7,950万9千円
5億589万7千円

59億2,782万8千円

50億 60億（円）

■予算現額
■支出済額

歳 入 収入済額　76億694万8千円　執行率　45.5%
0 10億

町税
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金
地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金
自動車税環境性能割交付金

地方特例交付金
地方交付税

交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料

国庫支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
町債

20億 30億 40億 50億 60億（円）

2,500万円
1,051万5千円
1,500万円
588万7千円

6,448万3千円
2,353万3千円

7億5,322万8千円
1億3,272万2千円

4億2,663万9千円
6,375万円

7億4,542万9千円
7億4,543万円

0円
11億1,730万円

14億7,494万5千円
1億58万2千円
1億7,152万6千円
1億5,131万円

27億2,509万9千円
6億4,968万2千円

8,271万円
3,450万円

2億1,487万5千円
9,803万6千円

400万円
231万4千円

4,606万1千円
4,106万1千円

1億3,994万8千円
4,507万2千円

7,000万円
4,190万7千円

9億3,000万円
5億5,095万6千円

13億4,522万7千円
9億3,595万8千円

200万円
54万2千円
2,500万円
664万1千円
2,000万円
0円

63億1,318万2千円
39億6,655万円

■予算現額
■収入済額



特別会計

下水道事業会計

地方債現在高

10億0 20億 30億 40億 50億（円）

10億0 20億 30億 40億 50億（円）

0 10億 20億 30億 40億 50億（円）

収益的収入
及び支出

資本的収入
及び支出

収入

支出

収入

支出

・資本的収支の収入額が支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金等で補てんしました

200億

150億

100億

50億

17億899万9千円

15億2,046万5千円
2億3,249万5千円

11億3,471万2千円
4,364万5千円

17億1,699万6千円
3億7,863万3千円

9億9,653万4千円

令和５年度上半期
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国民健康保険特別会計

奨 学 資 金 特 別 会 計

介護保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

■予算現額
■執 行 額

（円）

17億7,112万円
15億4,726万3千円

37億1,357万1千円

16億3,866万2千円
13億6,143万3千円

5億7,162万2千円
2億1,592万6千円
2億964万1千円

320万1千円
20万円
260万円

41億5,360万3千円

■予算現額

■収入済額

■支出済額

■予算現額
■執 行 額

水道事業会計
10億0 20億 30億 40億 50億（円）

0 10億 20億 30億 40億 50億（円）

収益的収入
及び支出

資本的収入
及び支出

収入

支出

収入

支出

・資本的収支の収入額が支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金等で補てんしました

■予算現額
■執 行 額

6億8,087万4千円

6億1,580万6千円
1億4,267万7千円

1億1,612万9千円
383万7千円

3億9,564万4千円
1億3,944万8千円

3億764万円 ■予算現額
■執 行 額

町税の内訳

税の負担状況

予算現額 町民税
27億3,252万2千円

人口 38,439人　世帯 16,499世帯

町民税
11億4,751万円

固定資産税
31億5,608万4千円

固定資産税
25億7,574万円収入済額

令和５年９月末現在

10億0 20億 30億 40億 60億（円）50億
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2万9,853円

6万9,550円

6万7,009円

15万6,115円

2,974円

6,928円

3,354円

7,814円

11億4,751万円 25億7,574万円 1億1,429万9千円 1億2,892万9千円

一人 当たり
10万3,190円

一世帯 当たり
24万407円

収入済額

町民税 軽自動車税固定資産税 町たばこ税

総額
205億9,385万2千円

25億6,458万2千円

一般会計債

公共下水道事業債

農業集落排水事業債

 上水道事業債

121億9,783万3千円

43億2,482万2千円

15億661万5千円

軽自動車税
1億2,127万5千円

町たばこ税
1億2,892万9千円

軽自動車税
1億1,429万9千円

町たばこ税
3億329万1千円

総額
205億9,385万2千円

25億6,458万2千円

一般会計債

公共下水道事業債

農業集落排水事業債

 上水道事業債

121億9,783万3千円

43億2,482万2千円

15億661万5千円



「移動スーパー」オープニングセレモニーを開催カスミ＋壬生町
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左から　伊神執行役員　小菅町長　櫻井副町長

株 式会社カスミと町は、「移動販売に関する覚書」および「高齢者見守りネットワーク事業協力に関する協定書」
を結び、買い物に行くことが困難な高齢者や障がい者の方への支援として、10月16日（月）から移動スーパーのサ

ービスを開始しました。開始に先立ち、役場駐車場にてオープニングセレモニーが行われました。
　オープニングセレモニーには、小菅町長や櫻井副町長、株式会社カスミの伊神里美執行役員などの関係者の他、町民
の方も出席し、テープカットと販売車両のお披露目が行われました。
　小菅町長からは、「身近に買い物についてお困りの方がいらっしゃいましたら、ぜひ、このサービスをご紹介いただ
き、自分で確かめながら、自分の好きなものを購入できる喜びの輪を広げて行きたい」と挨拶がありました。

いかみさとみ

10 月22日（日）に、道の駅みぶ みぶハイウェーパークみらい館において、「秋の感謝祭」を開催しました。
　当日は、来場者3,000万人達成の記念式典も開催され、
3,000万人目のお客様に、駅長である小菅町長より記念品
が贈られました。
　 「秋の感謝祭」では、各店舗協賛による空くじなしのガ
ラポン大抽選会が開催され、来場者の皆さんの喜ぶ顔が見
られました。
　ステージでは、「みぶ郷土芸能フェスタ」（壬生町無形
民俗文化財連絡協議会）によるお囃子やみぶ吹奏楽団、栃
木シティフットボールクラブオフィシャルチアリーダー
「Ｇraces」等のステージイベントを行いました。
　各テントでは、みぶブランド認定商品や壬生お殿様料理
の特別販売等が行われ、多くの来場者で賑わいました。小菅駅長（町長）、長野県小諸市の水野さん家族、川又産業生活部長

秋の感謝祭を開催！!

みず の

道の駅みぶ来場者3,000万人達成！



社会福祉協議会高額寄付者表彰
　壬生町社会福祉協議会に15万円以上の金品の寄付をしてい
ただいた方々に対しまして、社会福祉協議会長から贈られます。

…… おもちゃのまちキリスト教会 様
…… 壬生町グラウンド・ゴルフ協会 様

○15万円以上の寄付者

後列　左から　小菅町長　子育て支援グループ「ポケット」様
　　　壬力の町ガイドボランティアの会様　橋本昭三様　櫻井副町長
前列　左から　榎本勝男様　長利男様　安塚中央自治会様

左から　小菅町長　壬生町グラウンド・ゴルフ協会様　櫻井社協会長

後列　左から　鈴木音花様　佐藤舞依様　松下奏様　青柳美信様　出井心都様
前列　左から　小菅町長　鈴木愛果様　小畑心湊様　櫻井社協会長

保健福祉功労者表彰

ちょうとし お　　　　　  えのもとかつ  お

　本町の保健事業ならびに福祉の発展のために献身的な活動
を続けている個人および団体で、その功績が特に顕著であっ
た方々に町長から贈られます。

○保健功労者
・清掃・廃棄物部門

○福祉功労者
・老人クラブ育成功労者部門
・福祉団体・法人及び施設、優良老人クラブ、ボランティア団体部門

○感謝状
・社会福祉推進者部門

……………………… 安塚中央自治会 様

……… 長利男 様　榎本勝男 様

子育て支援グループ「ポケット」 様　
壬力の町ガイドボランティアの会 様　

…………………………… 橋本昭三 様
はしもとしょうぞう

社会福祉協議会募金箱コンテスト表彰
　壬生町社会福祉協議会が募金箱を募集し、その応募者の中
で特に優秀な作品を製作した方に対しまして、社会福祉協議
会長から贈られます。

○カラクリ部門最優秀賞

○デザイン部門最優秀賞

○優秀賞

………………………… 鈴木愛果 様

　………………………… 小畑心湊 様

　…………… 鈴木音花 様　出井心都 様　 松下奏 様
 佐藤舞依 様　青柳美信 様  　　　　　

すず  き  まな  か

  お  ばた み な と

すず  き  りん  か　　　　  　いで  い   ま な と　　　　   　まつしたかな

  さ  とう まい　　　　　　   あおやぎよし   の

安心と安全の保証付車検を提供する まごころサービス
関東陸運局指定民間車検場　鈴木自動車販売

フリーダイヤル（通話料 当社負担）0120-12-0798

○C柊あおい

月29日（日）に開催された「第34回健康ふくしまつり」において、令和５年度壬生町保健福祉
功労者表彰式を行いました。併せて、社会福祉協議会高額寄付者の表彰、社会福祉協議会募金

箱コンテスト入賞者の表彰を行いました。

10
令和５年度壬生町保健福祉功労者表彰式開催
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月３日（日）宇都宮市ユウケイ武道館にて、
2023栃木県空手道大会（国際空手道連盟極

真会館主催）が、開催されました。
　組手の部275名、型の部150名と県内外多数の
選手が勝敗を競い合い、栃木南支部壬生教室から
出場した渡邉光大選手（壬生中１年）が中学１年
生組手の部で優勝、早乙女知弥選手（壬生小５
年）が小学５年生-35ｋｇ組手の部で準優勝と素
晴らしい成績を収めました。今後も二人の活躍が
期待されます。

9
渡邉光大選手 優勝！　早乙女知弥選手 準優勝！
わた なべ こう だい　　　　　　　　　　　　　　　 そう  と    め  とも  や

2023栃木県空手道大会

左から　早乙女知弥選手　渡邉光大選手

月17日（火）に宇都宮市文化会館で開催された令和５年度第33回栃木県民生委員児童委員大会に16名
の民生委員・児童委員が参加しました。網野好子さんが10年以上の長きにわたり民生委員・児童委

員として地域福祉の向上に尽力された功績が認められ、全国民生委員児童委員連合会会長表彰を受彰さ
れ、また、井上涼子さん、神崎芳
江さん、権田成一さん、橋本良計
さん、細谷和孝さんが７年以上の
長きにわたり民生委員・児童委員
として地域福祉の向上に尽力され
た功績が認められ、栃木県民生委
員児童委員協議会会長表彰を受彰
されました。

栃木県民生委員児童委員大会開催
10

左から　井上涼子さん　神崎芳江さん　網野好子さん　細谷和孝さん　橋本良計さん　権田成一さん

　　　　　　　　　　 いのうえりょうこ                   かんざきよし

  え　　　　　　  ごん だ  せいいち　　　　　    はしもとよしかず

　　　　　　 ほそ や  かずたか

あみ の  よし  こ

内小中学校では令和３年９月から、学校給食かんぴょう活用推進事業として、月１回通常の献立より
かんぴょうを多く使用した「ふくべランチ」の日を実施しています。学校給食を通して町の地域特産物

であるかんぴょうの歴史と伝統を学ぶ機会を設け、家庭におけるかんぴょうの消費拡大を図ることを目的と
して実施しています。また、町では給食の質の維持や保護者負担の軽減のため「みぶっ子すくすくランチサ
ポート事業」として１人当たり月額350円の補助を学校に交付し、安心安全な給食に努めています。
　栄養士が毎月工夫をしてさまざまな献立を考えていて、10月は、かんぴょう入りのミネストローネスー
プが提供されました。

町

写真：壬生北小学校

毎月「ふくべランチ」給食を実施！



潮 田裕子氏、大久保智子氏が令和５年10
月１日付けで法務大臣から人権擁護委員

に委嘱されました。
　人権擁護委員は、地域の皆さんの人権に関
する悩みごとなどの相談に応じるほか、街頭
啓発活動や小・中学生を対象とした人権講
話・ビデオフォーラムなどを通して、人権の
大切さについての理解を深めてもらうなど、
人権意識の高揚にも務めています。

人権擁護委員に潮田裕子氏、大久保智子氏を委嘱

農業委員会 農業に関する要望書を提出
10 月20日（金）、壬生町農業委員会（大橋好一会長）は、町に対し令和６年度の農業施策・予算に関する要望

書を提出しました。
　町に対しては、農業者が意欲的・積極的に農業生産に取り組み、地域の活性化へとつながるよう、耕作放棄地
対策、担い手への支援体制、新規就農者への支援、農業基盤の整備対策、有害鳥獣対策について要望しました。
　また、教育委員会に対しては、学校給食に地域で採れた野菜等を使用する「地産地消・食育」の推進、学校に
おける地域の農業、特産物、食文化に関する学習や農業体験の充実を要望しました。

左から　潮田裕子氏　小菅町長　大久保智子氏

左から　鯉沼推進委員長　田村教育長　大橋会長　琴寄職務代理

○C柊あおい

秋の地域安全運動街頭広報
町 防犯組合連絡協議会（粕尾健吉会長）では、10月11日（水）～20日（金）の秋の地域安全運動期間中に

この運動を広く周知し、防犯に対する理解と意識の高揚を図るため、町・栃木警察署・各防犯団体
と合同で、17日（火）みぶハイウェイパークで街頭広報を行い、来場者に対し、チラシおよび防犯グッズを
配布しました。

7

おおはしこういち

左から　鯉沼推進委員長　小菅町長　大橋会長　琴寄職務代理
こいぬま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ことより

うしお  だ    ゆう   こ　　　　　　  おお   く      ぼ    とも  こ

かす  お けんきち



の日を国民の祝日にしよう会（桑原史朗会長）では、10月22日（日）に東雲橋～東雲さくら橋間の河川敷の清掃
活動を総勢23名で行いました。

　今回は、事前に壬生高校（森澤宗治校長）に参加募集をお願いし、応募に応えた１年生４名、３年生３名の学生７
名が参加してくれました。清掃活動を始めた７年前は沢山のごみを拾い集めましたが、最近は少なくなってきて、成
果が上がっていると自負しています。
　学生に応募動機について聞いたところ、興味があり友達を誘って参加を申し込んだと笑顔で話してくれました。ま
た、校長先生が学生と一緒に参加して頂いた事に感謝します。

川
「川の日」愛リバー清掃活動に壬生高校生参加

もりさわむねはる
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農業委員会は、９月および10月に町内で
毎年行われている、農地パトロールを実施

しました。農地パトロールとは町内の農地が遊休
農地や荒廃農地となっていないか、違反転用がな
いかなどを地図を基に現地を確認し、農地を守っ
ていくものです。農業委員、農地利用最適化推進
委員は地区ごとに分かれ、地区内の農地の見回り、
農地の状況の確認作業を行いました。
　雑草や低木など、放置しておくと、農地も荒れ
果て、遊休農地や荒廃農地になってしまい、復旧
が容易ではなくなります。農地を守り、ひいては
地域農業の維持・発展につなげるためにも農地の
適正な管理をお願いします。

令和５年度壬生町農地パトロール実施報告
町

くわばら し ろう

月14日（金）～10月27日（金）にかけて町内小中
学生を対象とした壬生論語検定が行われ、228

名の児童・生徒が受験しました。
　昨年度までは新型コロナウィルスの感染状況を鑑み
オンライン形式での実施でしたが、今年度は試験官と
の対面形式で行いました。
　子どもたちの緊張する様子がうかがえましたが、一
生懸命練習の成果を発揮していました。

壬生論語検定実施
7



第11回みぶバンドフェスタ2023を開催
青少年健全育成

月５日（日）、城址公園ホール（壬生中央公民館）大ホールにおいて、「青少年健全育成第11回みぶバンドフェス
タ2023」が壬生ライオンズクラブ主催、町・町教育委員会・町青少年問題協議会・壬生町青少年健全育成実施

委員会の共催で開催されました。
　はじめに、毎年町内の中学２年生を対象に募集している青少年健全育成標語の、入賞者表彰式が行われました。
「捨てないで　自分の個性と　思いやり」で最優秀賞を受賞した、壬生中学校の布施木愛夏さんをはじめ、入賞者に
は町長、青少年健全育成実施委員会委員長およびライオンズクラブ会長から賞状と記念品が授与されました。
　演奏会では、壬生高等学校吹奏楽部、壬生中学校吹奏楽部、南犬飼中学校吹奏楽部、石橋中学校吹奏楽部、石橋高
等学校吹奏楽部が、それぞれ日頃の練習の成果を発揮し、会場を大いに盛り上げました。

11

ふ　せ　ぎ あい  な
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：〒150-0021　東京都渋谷区恵比寿西1-16-3　吉房ビル４階
：〒321-0216　栃木県下都賀郡壬生町大字壬生丁228-54レジデンス曙306

◎ 壬生町内でお仕事しませんか。
　 国家資格取れます。未経験者OK
広報を見たとお気軽に連絡ください。☎0285（25）7216　担当　後藤

毎日皆様の暮らしを守ります
〇壬生町清掃センター焼却設備運転管理業務
〇壬生町水道施設維持管理業務

〇東京商工会議所会員　〇日本下水道協会賛助会員　〇日本下水道処理施設管理業協会会員

昭和49年２月設立　維持管理業全般　49年の実績
本　　　社
栃木営業所

月14日（土）に、町保健福祉センターで地
域づくり勉強会が開催され、40人の方が

参加しました。勉強会では、鹿沼市菊沢地区で
実際に住みやすい地域づくりを進めている石綱
秀行氏を講師に迎え、お話を聞きました。地域
住民が主体となって話し合い、高齢者の移動・
外出支援の取り組みなどが行われている事例を
お話しいただき、参加された方からの質問にも
答えていただきました。その後、講演を聞いて
の感想や地域のニーズ、地域で何かできそうな
ことをテーマにグループで話し合いを行い、さ
まざまな意見が交わされました。

第２回地域づくり勉強会開催
10

いしづな

ひでゆき

○C柊あおい



と し

生町総合防災訓練が、役場庁舎及び武道館において９月16日（土）午前９時から正午まで行われました。町の総合防災
訓練は４年ぶりの実施であり、関係各団体も含め総勢約300名が参加しました。

　避難訓練では車塚自治会、六美町南部自治会、壬生町防災士の協力で、広域避難所までの避難訓練や、町職員と協力して
の避難所開設訓練が行われました。
　役場庁舎では町職員の避難訓練および来庁者（住民）の安全な避難誘導訓練や逃げ遅れ者の救出訓練、応急救護所訓練、
初期消火訓練が行われ、職員の災害時対応について確認が行われました。
　訓練会場では、壬生町女性防火クラブおよび壬生町赤十字奉仕団による、炊出し訓練が行われ、見学者や参加者へ配布さ
れました。
　その他に、栃木県消防防災航空隊による町内の偵察飛行や上空隊と地上隊による無線のやり取りなどが披露されました。
ドローンにより上空からの逃げ遅れ者を確認し、はしご車で救出訓練を実施した後、役場庁舎から火災が発生した想定で、火
災防ぎょ訓練が壬生町消防団および壬生消防署、石橋消防署の３団体で行われ本番さながらの連携を見せてくれました。
　会場ではその他にも、火災報知器の普及活動や、煙道体験や、消火器取り扱い訓練が実施され小さなお子さんから年配の
方までたくさんの方が体験されました。
　参加者の方からは、「今回の訓練を通して普段からどのような備え・心構えをする必要があるのかを考える必要があると感
じ、防災について考えるきっかけになった」など、まずは身近なところから備えることの重要性を感じていただく機会になりま
した。
　今年で関東大震災から100年が経ち、町民の皆さんも改めて防災について考えるきっかけにしていただければと思います。

壬生町総合防災訓練を実施
壬

武道館の避難所開設訓練（災害用備蓄品の搬入） 応急救護所訓練（負傷者の状態を確認する、防災士）

10

﨑孝介さんが100歳の誕生日を10月４日（水）
に迎えられ、小菅町長が施設を訪問し、長寿を

お祝いしました。
　孝介さんは、妻のトシさんとご一緒に入所されてい
て、お誕生日当日はご家族が集まり、施設の方が飾り
付けた部屋で賑やかに過ごされていました。
　旅行がお好きだったとのことで、旅行先で撮られた写
真に囲まれ、ご家族との思い出話にも花が咲きました。
　最後には、町長としっかり握手を交わし、町長が「こ
れからもお元気でお過ごしください」と伝えると、「元
気でいられる気持ちでいきたいと思います」と満面の
笑みで答えてくださいました。
　これからも健やかに長生きをしていただきたいと思い
ます。

山﨑孝介さん100歳おめでとうございます
山

町では、敬老事業として100歳を迎えられた方の長寿をお祝いしています。

や ま ざ き た か す け

壬生町総合防災訓練を実施壬生町総合防災訓練を実施



○C柊あおい
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第27回地域安全
グラウンドゴルフ大会開催

月13日（金）、町防犯組合連絡協議会（粕尾健吉会
長）主催による地域安全グラウンドゴルフ大会が、

壬生町総合運動場において開催されました。この大会は、
10月11日（水）～20日（金）の秋の地域安全運動の一環と
して開催したもので、防犯意識向上を図ることを目的と
しています。
　大会は、壬生町グラウンドゴルフ協会（星野トヨ会長）に
協力していただき、参加者58名が熱戦を繰り広げました。
　プレー終了後、栃木警察署生活安全課の近内係長から、
現在、金属盗や空き家への侵入が増加している件や、自
動車盗難に遭わないための二重ロック・こまめな施錠の
推進など、最近の犯罪状況を踏まえた防犯講話をしてい
ただきました。

10

第13回壬生町民ゴルフ大会結果

優　勝
準優勝
第３位
第４位
第５位

［成　績］
グロス ネットペリア（総合）

優　勝

グロス総合の部 スコア

優　勝

男子グロスの部 スコア

優　勝

女子グロスの部 スコア

優　勝

シニアグロスの部（60才以上） スコア

優　勝
グランドシニアグロスの部（70才以上） スコア

○実施日　９月26日（火）
○会　場　栃木ヶ丘ゴルフ倶楽部
○参加数　66名

古澤　章司

石村　壮

河田　将貴

小杉　いづみ

大塚　和也

77

77

102

86

86

67.4

69.8

70.8

71.6

71.6

ふるさわ　   しょうじ

いしむら　   つよし

かわ  た         まさ  き

  こ  すぎ

おおつか        かず  や

小林　信作 75

江俣　正士 77

水谷　朱実 83

大森　雅美 78

古澤　章司 77

こばやし    しんさく

え また      まさ し

みずたに      あけ み

おおもり      まさ み

こんない

第39回壬生町テニス大会結果第39回壬生町テニス大会結果
○実施日時　９月17日（日）午前９時
○会　　場　壬生町総合運動場　テニスコート
○参 加 数　22組44名
一般男子ダブルス
優　勝　君島広樹・星野正巳　組
準優勝　梅山秀紀・梅山晴輝　組

きみしまひろ  き       ほし の まさ  み

うめやまひで き        うめやまはる  き

シニアダブルス140歳未満
優　勝　浅沼信男・加藤隆久　組
準優勝　青木一男・島田幹男　組

あさぬまのぶ お         か とうたかひさ

あお き  かず お        しま だ みき お

シニアダブルス140歳以上
優　勝　安達　彰・薄井　實　組
準優勝　渡部貫一・小堀和夫　組

 あ  だち    あきら     うす い      みのる

わたなべかんいち       こ  ぼりかず お

かす お けんきち

ほし の  と  よ



【参加した小学生の声】

～「小学生の豊かな体験活動」への、ご理解とご支援をありがとうございました～

◎問合せ　生涯学習課　☎（81）1873

「みぶっ子ドキドキデイキャンプ」を開催「みぶっ子ドキドキデイキャンプ」を開催
　10月28日（土）、29日（日）に行われた「みぶっ子ドキドキデイキャンプ」（主催：壬生町子ども会育成会連絡
協議会、壬生町教育委員会）に、57名の小学生が参加しました。
　小学生たちが楽しい思い出をつくれるようにと、町子連理事やサポーター、中学生ボランティアが力を合わ
せ、レクリエーション活動や４種類の火起こし体験、宝探しゲームなどを企画・準備し、充実したイベントとな
りました。

　火起こしはチャッカマンとマッチはできて、ファイヤースターターとまいぎり式はできなかったけれど楽し
かったです。スウェーデントーチで炙ったソーセージがとてもおいしかったです。

カブトムシの幼虫を放虫しよう
7 月に壬生北小学校の全校児童と大島菊夫氏（オオムラサキの里を守る会）がカブトムシを北っ子の森
に放ち、メスが卵を産んでから３か月が経ち、幼虫に成長しました。今回は、壬生北小２年生と大島

氏で、キノコの菌床と幼虫約3,500匹を小屋に一緒にいれました。
　自然とふれあえる機会が減ってしまった子どもたちに体験をさせてあげたいと大島氏は毎年、時間をか
けて準備をしてくださっています。

おおしまきくお

カブトムシの幼虫を放虫しようカブトムシの幼虫を放虫しよう出前講座
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　グループの人と協力できました。宝探しゲームは色々な仕掛けが
あって楽しかったです。

　宝探しゲームでは班全員でゲームに挑戦して暗号を組み立てて宝
を見つけることができて楽しかったです。

　新しい体験ができて楽しかったです。最初は不安だったけれど、
友達や中学生とも仲良くなれました。来年は自分が中学生になるの
で、もしキャンプが続くのならボランティアとしてまた参加したい
です。



　町内の小・中学校から募集しました「納税の推進に関するポスター標語」を、「税を考える週間」
（11月11日～17日）に合わせて、役場１階の町民ホールに展示しました。
　これは、次代を担う児童・生徒が夏休み期間中に「納税の推進に関するポスター標語」を作成するこ
とにより、家族みんなで税について考え、関心と理解を深めていただこうと、町内の小学６年生と中学
２年生を対象に毎年実施しているものです。
　今年は４８３点の応募があり、最優秀賞各１点、税務署長賞各１点、優秀賞各４点および佳作各10点
を表彰し、その中から最優秀賞、税務署長賞および優秀賞を展示しました。

納税の推進に関するポスター標語納税の推進に関するポスター標語納税の推進に関するポスター標語

【小学生の部】　最優秀賞　壬生小６年　板橋 舞依

最優秀賞（１点）
「納税で笑顔の未来が待ってるよ」
　　　　　　　　　　壬生小６年　　板橋 舞依
税務署長賞 （１点）
「みんなの幸せを守る税金」
　　　　　　　　　　壬生東小６年　葭葉 実音
優秀賞（４点）
「税金で社会を明るく」
　　　　　　　　　　壬生東小６年　大栗 亜音
「税金は日常支える宝物」
　　　　　　　　　　壬生東小６年　諸岡 茉乃
「納税で安心できる社会へ」
　　　　　　　　　　羽生田小６年　荒川 慈優
「税金で変える日本の未来」
　　　　　　　　　　安塚小６年　　吉原 柚奈

最優秀賞（1点）
「納税で満足度UP幸福度UP!!」
　　　　　　　　　　壬生中２年　　篠原 圭介
税務署長賞 （1点）
「税金納めて愛のおすそ分け」
　　　　　　　　　　壬生中２年　　目黒 彩芽
優秀賞（4点）
「つくりたい幸せな未来を税金で」　
　　　　　　　　　　壬生中２年　　大出 茉結子
「税金で築いていこう豊かな壬生町」　
　　　　　　　　　　壬生中２年　　小久保 南希
「納税で広がる未来と笑顔」　
　　　　　　　　　　壬生中２年　　森 椿姫
「税金を納めて作ろう未来の架け橋」　
　　　　　　　　　　南犬飼中２年　関口 夏乃

【中学生の部】　最優秀賞　壬生中２年　篠原 圭介

いた ばし　  ま    い

よし  ば       み  おん

おお ぐり     あ  のん

もろ おか     ま    の

あら かわ     し   ゆう

よし はら    ゆず  な

しの はら  けい すけ

  め ぐろ   あや  め

おお  で      ま  ゆ   こ

  こ   く   ぼ     な   の

もり　つ ば き

せき ぐち   か    の
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税を考える週間（11月11日～17日）

小学生の部 中学生の部

木市・壬生町の小学４年生の多数
の応募作品の中から、会長賞・都

市整備課長賞に安塚小学校から２作品が
選ばれました。また、優秀賞に壬生小学
校、藤井小学校から２作品が選ばれ、優
良賞に壬生小学校、睦小学校、羽生田小
学校、安塚小学校からそれぞれ１作品、
壬生東小学校から２作品選ばれました。

下水道普及啓発ポスター入賞作品が決定！
栃

やす  ら  おか しようけん

栃木県県土整備都市整備課長賞
安塚小４年　舘野 紗希さん

巴波川流域下水道促進協議会長賞
安塚小４年　安良岡 笑健さん

たて の      さ   き



歳入・歳出の主な内容

令和４年度壬生町国民健康保険特別会計の財政状況

国民健康保険税
21.6％

繰入金
7.3％

県支出金
67.6％

その他 3.5％ 総務費
1.8％

保険給付費
68.4％

歳　出

歳　入

１人当たり １世帯当たり対前年度比 対前年度比

108,881円

331,059円

174,065円

529,256円
102.6％

102.2％

100.5％

100.2％

保険税負担額

保険給付額

被保険者数 世帯数対前年度比 対前年度比

8,449人 5,285世帯95.7％ 97.6％加 入 状 況 ○総 　 務 　 費
○保 険 給 付 費

○国民健康保険事業費納付金

○保 健 事 業 費

○国民健康保険税
○県　支　出　金
○繰　　入　　金

令和４年度決算額 対前年度比

4,201,498千円

4,068,959千円

　　132,539千円

97.9％

97.2％

歳　　入

歳　　出

差　　引
※令和５年度に繰越

…国民健康保険加入者が負担する保険税
…医療費等に対する県の負担分
…一般会計から国民健康保険特別会計へ
の繰入金

…職員給与費・レセプト審査料等
…国民健康保険加入者の総医療費のうち
町が負担する費用等

…町が県に支払う医療費等
…特定健診・人間ドック助成金等

歳　出歳　入

☆社会保険に加入された方へ☆

～必要のない国民健康保険税を納付していませんか？～
　国民健康保険に加入していた方が、職場の社会保険に加入した場合、町役場に国民健康保険の資格喪失
の届出をすることになっています。(自動的には喪失しません)
　喪失の届出をしない限り、職場の社会保険と町の国民健康保険の両方に加入していることになり、国民
健康保険税が賦課されたままになってしまいますので、手続は忘れずに行ってください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

国民健康保険
事業費納付金

25.7％

保健事業費 0.7％
その他 3.4％

国民健康保険の喪失手続をしてください!!

12月は国民健康保険適用適正化月間です

だよりだより
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12月は国民健康保険適用適正化月間です12月は国民健康保険適用適正化月間です12月は国民健康保険適用適正化月間です



だよりだより
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★社会保険に加入した場合や他市区町村へ転出した場合等、本来なら壬生町国民健康保険の資格がない
のにもかかわらず、医療機関等で壬生町国民健康保険証を使用することは絶対にしないでください。
★資格がない期間に、誤って国民健康保険被保険者証を使用した場合、後日壬生町が負担した医療費
の返還請求をさせていただくことがあります。
★社会保険を脱退した場合には、速やかに国民健康保険加入の手続をしてください。手続の際は、職
場から発行される、社会保険資格喪失証明書をご持参ください。社会保険喪失日から国民健康保険加
入となり、国民健康保険税が賦課されます。

手続に必要なもの ①現在加入中の健康保険証　②国民健康保険被保険者証
※届出に来られる方の運転免許証等本人確認のできる書類もお持ちください

手　続　先 役場住民課国保年金係または稲葉出張所、南犬飼出張所

◎問合せ　住民課国保年金係　☎（81）1832

原因を正しく伝える
　柔道整復師による施術は、国民健康保険の対象となる場合と対象外の場合があります。
負傷原因をきちんと伝え、正しく施術を受けることが大切です。

病院との重複受診をしない　
　同一の負傷について、同時期に整形外科の治療と柔道整復師の施術を重複
して受けた場合は、柔道整復師の施術は国民健康保険の対象外となります。た
だし、負傷の状態の確認のために定期的に医師の検査を受ける場合や、継続
した施術が必要か確認するために対診して施術することは可能です。

「療養費支給申請書」の内容をよく確認する　
　整骨院などで保険適用の施術を受ける場合、医療機関同様に窓口で保険証を提示し、一部負担金を
支払うほかに「療養費支給申請書」に署名しなければなりません。この申請書には傷病名や施術内
容、回数などが記載されているので中身を確認してから署名しましょう。

施術内容についての確認をお願いすることがあります
　国民健康保険で柔道整復師にかかった方に、負傷の原因や施術内容等について照会するケースがあ
ります。これは請求内容等に誤りがないか確認をするためです。

柔道整復師（整骨院・接骨院）に
かかるときには次の点に注意しましょう

　医療保険の財政健全化のためにも、皆さんのご協力をお願いします。

　現在、職場の社会保険に加入し、職場から保険証が交付されているのに、町の国民健康保
険証も交付されている方は、国民健康保険の喪失の手続がされていませんので、下記のもの
を持参し速やかに国民健康保険の喪失手続をしてください。



・ねんきんダイヤル　☎0570（05）1165　・栃木年金事務所国民年金課　☎（22）6074
・町住民課国保年金係　☎（81）1827

◎問合せ　ねんきんネット等専用ダイヤル　☎0570（058）555

◎問合せ

　国民年金の付加年金とは、国民年金第１号被保険者・65歳未満の任意加入被保険者が国民年金保険料に
加えて付加保険料（月額400円）を納付することによって、年金受給額を増額することができる制度です。

付加年金額 ＝ 200円×付加保険料を納付した月数（物価スライドなし）
　　　　　　　※老齢基礎年金に毎年加算して支給されます

［例.　付加保険料を10年間納付した場合］
　　　　　付加保険料の納付額＝400円×12月×10年＝48,000円

　　　　　付加年金の年金額　＝200円×12月×10年＝24,000円
　　　　　毎年、24,000円の付加年金が老齢基礎年金に加算されます。

●老齢基礎年金の繰上げ・繰下げ支給を受けた場合は、付加年金もそれに合わせて繰上げ・繰下げられます。
●国民年金保険料の免除・納付猶予や学生納付特例を受けている方、国民年金基金に加入中の方は、付
加保険料を納付できません。
●付加年金の加入は、申出書を提出した月分からとなります。
●納付期限（対象月の翌月末）を経過した場合でも、期限から２年間は付加保険料を納めることができます。

●高齢任意加入は、原則として口座振替により納付していただくため、お手続の際には金融機関の
預金通帳、届出印をお持ちください。
●老齢基礎年金の繰上げ支給を受けている場合は、高齢任意加入できません。
●高齢任意加入は、申出書を提出した月分からとなります。

　国民年金の高齢任意加入とは、国民年金の保険料納付済期間が不足しているため、老齢基
礎年金の受給資格期間を満たすことができない場合や、満額の老齢基礎年金を受給できない
場合に、本人の申出により、60歳から65歳までの厚生年金・共済年金に加入していない期
間、国民年金に任意加入して保険料を納めることで受給額を増やすことができる制度です。
　※昭和40年４月１日以前に生まれた方で、老齢基礎年金の受給資格期間（10年分）を満たしていな
　いが、65歳以上70歳未満までの間に受給資格期間を満たせる場合にも、高齢任意加入できます

　「ねんきんネット」は、お客様がご自身の年金の情報を手軽に確認できるサービスです。24時間いつ
でもどこでも、パソコンやスマートフォンからご自身の年金情報を確認することができます。また、マ
イナンバーカードをお持ちであれば、マイナポータルからねんきんネットが利用できるようになりまし
た。詳しくは、日本年金機構のウェブサイトをご覧いただくか、ねんきんネット等専用ダイヤルへお問
合せください。

留意事項

留意事項

国民年金の高齢任意加入

国民年金の付加年金

ねんきんネットねんきんネット

16

手続窓口 手続に必要な物

栃木年金事務所・町住民課国保年金係 本人確認書類・年金手帳・金融機関の預金通帳・届出印



◎問合せ　こども未来課　☎（81）1887

スマホで確定申告！

○開催日時
○定　　員
○会　　場
○申　　込

　２月～３月は確定申告の季節です。自宅で待たずにスマートフォンで
申告できる、便利な電子申告（ｅ-Ｔａｘ）の講習会を開催します。

スマートフォンによる電子申告講習会
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App Store Google Play ブラウザ版

壬生町子育て支援アプリ

　子育て中のお父さん、お母さんが手軽に利用できる子育て支援アプリができました！
　一般的な育児アプリ同様、お子さんの成長が記録できる母子健康手帳機能の他、乳幼児
健診や予防接種スケジュールを自動計算・修正してくれる予防接種スケジューラー機能、
地域周辺の病院、子育て支援施設検索機能を備えています。
　そして、妊娠期から子育て期に必要な壬生町の子育て支援情報を配信していきますので、
ぜひご活用してください。今後、上記のほかにも様々な機能を追加してく予定です。
　皆さんの子育てに少しでも役立てていただければと思います。実際に使用してみてのご
感想やご意見もお待ちしています！

　簡単、無料で登録できます。通信料やパケット代は、ご自身でのご負担
となります。
　本アプリは、お手持ちの母子健康手帳と並行してご利用いただくサービ
スです。アプリ内に保存したデータについては、町では責任を負いかねます。

登録方法

ミコナ 配信中です！ミコナ 配信中です！

１月24日（水）①午前10時～②午後１時～
各回25名
役場１階大会議室
12月18日（月）午前９時～令和６年１月15日（月）午後５時

※スマートフォン、パソコンからのウェブ申込のみ
※定員が満了になり次第受付終了
※参加資格など詳細は、壬生町公式ウェブサイトをご覧ください
◎問合せ　税務課町民税係　☎（81）1817 〈お申込みはこちらから〉



○募集期間
　12月１日（金）～令和６年１月５日（金）

○意見を提出できる方
　町内に住所を有する方、町内に通勤または通学する方、
町内に事務所または事業所を有する方、町税の納税義務
者その他の計画について利害を有する方

○計画素案の閲覧方法
　以下の場所でご覧いただけます。
　①健康福祉課
　②稲葉出張所
　③南犬飼出張所
　④壬生町公式ウェブサイト
　※④以外につきましては執務時間中の閲覧となります

○意見の提出方法
　パブリック・コメント記入用紙（壬生町公式ウェブサ

イトおよび閲覧場所に設置）により、次のいずれかの
方法で提出してください。いずれの場合も、宛先は各
担当係宛てでお願いします。
①郵送または持参（土日・祝日・年末年始は除く）
〒321－0292　壬生町大字壬生甲3841－1
②ＦＡＸ　　　（81）1121
③電子メール　kenko@town.mibu.tochigi.jp
※電話による受付はしません

○意見の取り扱い
　提出された意見の概要と、検討結果については、町
公式ウェブサイトに公開します。併せて健康福祉課で
閲覧することができます。
※意見をいただいた方の氏名等の公表、および意見に
対する個別回答はしません
※意見の内容が類似する場合は、取りまとめて公表す
る場合があります

共　通　事　項
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パブリックコメントのお知らせパブリックコメントパブリックコメント

◎問合せ　健康福祉課社会福祉係　　☎（81）1883
　　　　　　　　　　高齢福祉係　　☎（81）1830
　　　　　　　　　　障がい福祉係　☎（81）1829

○目的
　高齢者の保健福祉の総合的な推進と介護保険事業に係る保険給付の円滑な実施を図るため、『老人福祉法』および『介
護保険法』に基づき、令和６年度から令和８年度までの３年間における「壬生町高齢者保健福祉計画」を策定するにあた
り、広く町民の皆さんから意見を募集します。

「第９期壬生町高齢者保健福祉計画（案）」に対して意見を聞かせてください
健康福祉課高齢福祉係

○目的
　第２期計画が今年度で最終年度となることから、令和６年度から令和10年度までの５年間における「第３期壬生町地域
福祉計画・壬生町地域福祉活動計画」の策定を進めています。住民の皆さんから意見を募集します。

「第３期壬生町地域福祉計画・壬生町地域福祉活動計画（案）」に対し
て意見を聞かせてください

健康福祉課社会福祉係

○目的
　現行の「壬生町障がい者基本計画及び第６期壬生町障がい福祉計画・第２期壬生町障がい児福祉計画」の計画期間が今
年度末をもって終了することから、令和６年度から令和11年度までの６年間における「壬生町障がい者基本計画」および
令和６年度から令和８年度までの３年間における「第７期壬生町障がい福祉計画・第３期壬生町障がい児福祉計画」を策
定するにあたり、町民の皆さんの意見を募集します。

「壬生町障がい者基本計画及び第７期壬生町障がい福祉計画・第３期
壬生町障がい児福祉計画（案）」に対して意見を聞かせてください

健康福祉課障がい福祉係
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○募集期間
　12月１日（金）～令和６年１月５日（金）
○意見を提出できる方
　町内に住所を有する方、町内に通勤または通学する方、
町内に事務所または事業所を有する方、町税の納税義務者
その他計画について利害を有する方
○計画素案の閲覧方法
　以下の場所でご覧になれます。
　①各担当係
　②稲葉出張所
　③南犬飼出張所
　④壬生町公式ウェブサイト
※④以外につきましては、執務時間中の閲覧となります
※壬生町子どもの読書推進計画については、町教育委員会
ウェブサイトおよび町図書館ウェブサイトでもご覧になれます
○意見の提出方法
　パブリック・コメント記入用紙（壬生町公式ウェブサイ
ト及び閲覧場所に設置）により、次のいずれかの方法で提
出してください。
　いずれの場合も、宛先は

・第３期壬生町食育推進計画（案）……「壬生町産業生活部
農政課」
・壬生町子どもの読書推進計画（第３期）（案）……「壬生町
教育委員会事務局生涯学習課」
宛でお願いします。
①郵送または持参（土日・祝日・年末年始は除く）
〒321－0292　壬生町大字壬生甲3841－1
②ＦＡＸ　農政課農業振興係　（82）1107
　　　　　生涯学習課生涯学習係　（82）0935
③電子メール　農政課農業振興係　nousei@town.mibu.tochigi.ip
　　　　　　　　生涯学習課生涯学習係　gakusyu@town.mibu.tochigi.ip
※電話による受付はしません
○意見の取り扱い
　提出されました意見の概要と、検討結果につきましては、
壬生町公式ウェブサイトに公開します。併せて各担当課で
閲覧することができます。
　意見をいただいた方の氏名等の公表、およびご意見に対
する個別の回答はしません。
　意見の内容が類似する場合は、取りまとめて公表する場
合があります。

共　通　事　項

◎問合せ　農政課農業振興係　☎（81）1839　　生涯学習課生涯学習係　☎（81）1872

○目的
　本町では食育基本法に基づき、食育に関する施策を総合的に推進していくための計画として「食育推進計画」策定して
います。
　このほど、令和６年度から令和10年度までの５年間における第３期壬生町食育推進計画についての素案がまとまりまし
たので、町民の皆さんの意見を募集します。

「第３期壬生町食育推進計画（案）」に対して意見を聞かせてください
農政課農業振興係

○目的
　第二期計画が今年度で最終年度となることから、令和６年度から令和10年度までの５年間における「壬生町子ども読書
活動推進計画（第三期）」の策定を進めています。町民の皆さんからの意見を募集します。

「壬生町子どもの読書推進計画（第３期）（案）」に対して意見を聞かせてください
生涯学習課生涯学習係
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12月マイナンバーカード交付・申請日程

受付日

※平日時間外は本庁のみでの受付になります

受付時間

★マイナンバーカードの受取は予約制です。交付通知書（はがき）が届いたら、はがきに記載の二次
元コードまたは住民課に電話で予約をお願いします。
【受取時に必要なもの】
① 交付通知書（はがき）　② 通知カード（見当たらない場合は紛失届）　
③ 本人確認書類　Ⓐから１点またはⒷから２点

※原則ご本人のみ受取が可能です。代理での受取をご希望の場合は、住民課までお問合せください

　運転免許証、運転経歴証明書（交
付年月日が平成24年４月１日以降の
もの）、旅券、身体障害者手帳、在
留カードなどの顔写真が付いたもの

A 　健康保険証、介護保険証、年金
手帳、こども医療費受給者証、学
生証、診察券（漢字で氏名、生年
月日が印字されたもの）など

B

※土曜日、日曜日、国民の祝日・休日、年末年始(12月29日から１月３日)は除きます

◎問合せ　住民課　☎（81）1824
　受付時間　平日午前８時30分～午後５時15分

月曜日
火曜日～金曜日

午前８時30分～午後７時
午前８時30分～午後５時15分

No. タイトル名 対象 参加費日にち/期間 時　　間 場所 定員 申込期間/方法

◎場所・問合せ　とちぎわんぱく公園　☎（86）5855

5 11/24（金）午前9時～
電話か来所にて

午前10時30分～
正午
午後1時30分～3時

しめ縄飾りをつくろう どなたでも 各回8組 2,500円ぱなぱな工房12/24（日）

期間中会場へ
（1便2周）2 電飾トレイン 1便50名午後4時～5時 大人150円

小人100円どなたでも虹の広場
12/2（土）～
24（日）
＊土日限定

当日会場へ
※雨天中止10組4 ヤギと友だちになろう 午前10時～11時 100円どなたでもなかよし農園

ヤギ舎12/17（日）

参加無料 当日整理券を配布3 ピッピサンタとあそぼう 午後1時30分～ 3歳～小学生こどもの城
ステージ 30名12/16（土）

当日会場へ
※雨天中止8 ヤギと友だちになろう 10組午前10時～11時 100円どなたでもなかよし農園

ヤギ舎1/14（日）

当日会場へ7 書道パフォーマンス 午前11時～/午後
2時～ 観覧無料どなたでもこどもの城

1階 ー1/13（土）

期間中の開館時間内
に会場へ6 新春・國學院大學栃木

高等学校 書道展 観覧無料こどもの城
2階

午前9時30分～
午後4時30分 どなたでも ー1/2（火）～

31（水）

虹の広場1 期間中会場へクリスマス
イルミネーション

午後4時～5時25
分 観覧無料どなたでも なし12/2（土）～

24（日）

当日会場へ8 むかしあそび 定員なし午前10時～午後3
時（随時受付） 参加無料どなたでもこどもの城

1階1/7（日）

当日会場へ7 お正月クラフト
【2024カレンダー作り】

午前10時～材料が
なくなり次第終了 300円こどもぱなぱな工房 30名1/3（水）

公園内…年中無休　　屋内施設休館…毎週火曜日、年末年始12/29（金）～1/1（月）、1/2（火）臨時開館⇔1/10（水）振替休館
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5,980
594

1,450
8,024
600
100
350

1,050

陸自
海自
空自
合計
陸自
海自
空自
合計

３月～４月
（令和６年）受付時に指定

受付時に指定

その都度

その都度 ３月～４月
（令和６年）

採用予定人員 採用時期試験時期 合格発表隊別募集期

第４回  男子
（１月～３月）

第４回  女子
（１月～３月）

（単位：人）

※退職者等の状況による補充計画の変更等が生じた場合には、採用予定人員を
変更する場合が有ります
※詳細は「自衛官募集ウェブサイト」を確認ください

自衛官募集
ウェブサイト

自衛隊小山地域事務所
☎0285（25）4763

自衛隊栃木地方協力本部
☎028（634）3385

◎問合せ

☎050（1808）9953

※石橋地区消防組合管内（下野市・壬生町・上三川町）の災害に関する情報は、
メール配信でもお知らせしています。石橋地区消防組合ウェブサイトからメー
ル登録できますので、ぜひご利用ください
◎問合せ　石橋地区消防組合消防本部通信指令課
　　　　　☎0285（53）1119

　石橋地区消防組合管内（下野市・壬生町・上三川町）の災害状況をお知らせする「災害情報テレホン
サービス」が、システム変更に伴い 令和５年12月7日（木）午後２時から
電話番号が変更されます。

新しい電話番号

119番は、消防車や救急車を出動させるための大切な緊急電話です。
119番でのお問合せは、お控えください。

変更後は、これまでの電話番号〈0285（53）7311〉は、繋がりません。
※ご利用の通信会社・契約プランにより、通話料金がかかる場合があります

災害情報テレホンサービスの
電話番号変更について

令和５年度における自衛官候補生の募集計画

令和５年度
自衛官採用試験のお知らせ
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お し ら せ

○
試
験
日　
２
月
11
日（
日
）

○
申
込
方
法

・
電
子
申
請
（
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）　

12
月
１
日

（
金
）〜
12
日（
火
）

・
書
面
申
請　
12
月
４
日（
月
）〜
15

日（
金
）

○
費
用
（
試
験
手
数
料
）

・
甲
種　
５
，
７
０
０
円

・
乙
種　
３
，
８
０
０
円

○
願
書
配
布
場
所
　
石
橋
地
区
消
防

組
合
消
防
本
部
、
石
橋
消
防
署
、
壬

生
消
防
署
、
上
三
川
消
防
署

◎
問
合
せ　
宇
都
宮
市
昭
和
１
‐
２

‐
16　
栃
木
県
自
治
会
館
１
階　

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
栃

木
県
支
部　

☎
０
２
８（
６
２
４
）１

０
２
２

○
期
間　
〜
12
月
24
日（
日
）

○
開
館
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）
休
館
日　
月
曜
日

○
観
覧
料　
一
般
１
，
０
０
０
円
、

大
・
高
生
６
０
０
円
、
中
学
生
以
下

無
料

◎
問
合
せ　
栃
木
県
立
美
術
館　
☎

０
２
８（
６
２
１
）３
５
６
６

　
小
型
特
殊
自
動
車
の
基
準
に
該
当

す
る
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
農
耕
作
業

用
自
動
車
は
、
標
識
番
号
（
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
）
の
交
付
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
、
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　
ま
だ
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
早
め
に
住
民
課
、
稲
葉
・
南
犬
飼

出
張
所
に
て
登
録
手
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る
車

両〈
農
耕
作
業
用
自
動
車
（
年
額
２
，

４
０
０
円
）
〉

　
農
耕
ト
ラ
ク
タ
、
農
業
用
薬
剤
散

布
車
、
刈
取
脱
穀
作
業
車
（
コ
ン
バ

イ
ン
）
お
よ
び
国
土
交
通
大
臣
の
指

定
す
る
農
耕
作
業
用
自
動
車

〈
農
耕
作
業
用
自
動
車
以
外
の
も
の

（
年
額
５
，
９
０
０
円
）
〉

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
シ
ョ
ベ
ル
・

ロ
ー
ダ
等

○
登
録
に
必
要
な
も
の

・
身
分
証
明
書

・
そ
の
車
両
を
購
入
し
た
、
ま
た
は

譲
り
受
け
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

・
そ
の
車
両
の
種
類
や
車
台
番
号
が

わ
か
る
も
の

◎
問
合
せ　
税
務
課
諸
税
係　

☎

（
81
）１
８
７
９
・
１
８
１
９

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
場
所
で
す
。

　
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
内
容
は
そ
の
日
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
）
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
な
ご

み
ま
し
ょ
う
。

○
日
時　
12
月
22
日（
金
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

○
場
所 
町
ふ
れ
あ
い
交
流
館
（
し

の
の
め
公
園
内
）

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域

住
民
の
方
々
、
専
門
職
等
の
誰
も
が

参
加
で
き
る
集
い
の
場
で
す
。
ど
な

た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
内
容
は
そ
の
日
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
）
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
、
ほ
っ
と
ひ
と
息
し
ま
せ
ん

か
？

○
日
時　
12
月
17
日（
日
）午
前
10
時

〜
11
時
頃

○
場
所 
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

し
も
つ
け
荘　
ホ
ー
ル

《
共
通
事
項
》

○
参
加
費　
１
０
０
円

◎
問
合
せ　

　

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎

（
81
）１
８
７
６
・
１
８
７
７

　
壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
86
）３
５
７
９

　
壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
82
）２
１
１
９

　
町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
き
か
せ
て
」
が
、「
傾
聴
の
部
屋
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
お
話
を
聴
い

て
貰
い
た
い
方
、
お
話
を
聴
い
て
く

れ
る
方
が
い
な
い
方
、
話
し
た
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
方
、
な
ん
で
も

丁
寧
に
お
聴
き
し
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

①
12
月
15
日（
金
）午
前
10
時
〜
11
時

②
１
月
15
日（
月
）午
前
10
時
〜
11
時

○
場
所　

①
十
二
支
館
（
元
玉
田
商
店
）
（
至

宝
１
‐
３
‐
34
）
…
…
毎
月
第
３
金

曜
日

②
安
塚
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
安
塚
１
１
８
０
‐
２
）
…
…
原

則
毎
月
第
１
月
曜
日

※
個
別
対
面
で
、
会
員
が
お
話
を
お

聴
き
し
ま
す
。
会
員
は
全
員
、
傾
聴

ス
キ
ル
を
習
得
し
て
い
ま
す

※
予
約
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

※
お
話
を
し
て
く
だ
さ
る
際
に
ご
希

望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
前
に
問

合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

※
聴
か
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
他

に
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い

※
マ
ス
ク
の
着
用
と
、
検
温
を
お
願

い
し
て
い
ま
す

○
参
加
費　
無
料

◎
問
合
せ

　
町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
き
か
せ
て
」会
長　
佐
藤　
☎（
82
）

３
９
０
２

　
町
社
会
福
祉
協
議
会　
☎（
82
）７

８
９
９

　
年
齢
を
重
ね
て
も
、
ま
だ
ま
だ
元

気
で
働
き
た
い
意
欲
の
あ
る
60
歳
以

上
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん

か
？
新
規
会
員
へ
の
入
会
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
関
心
を
お
持
ち

の
方
、
や
っ
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る

方
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
日
程
で
は
都
合
が
つ

か
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
入
会
資
格
　

・
町
内
在
住
で
、
原
則
60
歳
以
上
の

方・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方（
特
別

な
資
格
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
な
ご
み
」

の
開
催
に
つ
い
て

税
務
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

健
康
福
祉
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

総
合
政
策
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

小
型
特
殊
自
動
車
・
農
耕
作
業
用
自

動
車
の
登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

総
務
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

消
防
設
備
士

試
験
の
ご
案
内

文
晁
と
北
斎
ー
こ
の
ふ
た
り
、

た
だ
も
の
に
あ
ら
ず

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
福
来
（
ふ

っ
く
）
ら
」
の
開
催
に
つ
い
て

傾
聴
の
部
屋
」の
ご
案
内

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
中
（
入
会
説
明
会
）

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

さ 

と
う



23

お し ら せ

・
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
、

賛
同
さ
れ
る
方

○
日
時　
1
月
４
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
（
30
分
程
度
）

○
場
所　
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

研
修
室
（
役
場
庁
舎
西
）

○
説
明
会
内
容 

入
会
資
格
説
明
、

シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
・
概
要
説
明
、

入
会
申
込
書
の
記
入
方
法
、
質
疑

◎
問
合
せ　
（
公
社
）壬
生
町
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
☎（
82
）４
６
８

２　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）４
６
８
７

　　
町
で
は
、
た
ば
こ
や
空
き
缶
な
ど

の
ポ
イ
捨
て
を
禁
止
し
、
地
域
の
環

境
美
化
を
図
る
た
め
に
「
壬
生
町
空

き
缶
等
の
散
乱
防
止
に
関
す
る
条

例
」
を
施
行
し
て
い
ま
す
。

　
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
、
ま
ち
の
美

観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
不
衛
生

で
、
時
に
は
事
故
や
火
災
の
原
因
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
心
な
い
ポ
イ
捨
て
行
為
を
な
く
す

た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

ポ
イ
捨
て
を
許
さ
な
い
環
境
を
つ
く

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
た
ば
こ
の
吸
い
殻
を
ポ
イ
捨
て
し

て
い
ま
せ
ん
か
？

・
空
き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
所
定

の
場
所
に
捨
て
ま
し
ょ
う

・
ポ
イ
捨
て
は
犯
罪
だ
と
い
う
意
識

を
持
ち
ま
し
ょ
う

・
何
気
な
い
ポ
イ
捨
て
行
為
が
多
く

の
人
の
迷
惑
だ
と
気
付
き
ま
し
ょ
う

◎
問
合
せ　
生
活
環
境
課
環
境
保
全

係　
☎（
81
）１
８
３
４

①
屋
外
で
は
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま

し
ょ
う
。

②
散
歩
中
は
引
き
綱
を
つ
け
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ス
コ
ッ
プ
、

水
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
必
ず

携
帯
し
、
ふ
ん
は
家
ま
で
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

③
所
有
者
の
明
示
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
首
輪
等
に
名
札
や
鑑
札
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
）

④
な
き
ぐ
せ
が
あ
る
場
合
は
獣
医
師

に
相
談
し
、し
つ
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
愛
犬
は
大
切
な
家
族
の
一
員
で
す
。

社
会
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
大
切
に
飼

育
し
ま
し
ょ
う

　
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
や
町

に
は
、
猫
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
内
容
は
、
野
良
猫
や
捨
て
猫

に
関
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

原
因
は
、
飼
い
主
の
無
責
任
な
飼
い

方
や
、
野
良
猫
に
無
責
任
に
エ
サ
を

あ
げ
て
い
る
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

○
猫
の
飼
い
主
は
次
の
こ
と
を
守
っ

て
く
だ
さ
い

①
身
元
の
表
示
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
屋
内
飼
育
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

③
ト
イ
レ
の
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
不
妊
去
勢
手
術
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

○
野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
な
い
で
く

だ
さ
い

○
猫
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　
近
所
に
い
る
飼
い
主
不
明
の
猫

を
引
き
取
っ
て
ほ
し
い
。

Ａ　
猫
の
引
き
取
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

猫
は
、
飼
い
猫
か
野
良
猫
か
の
判
断

が
で
き
な
い
た
め
で
す
。
ま
た
、
犬

と
異
な
り
、
捕
獲
を
行
う
た
め
の
法

的
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　
飼
い
主
の
不
明
な
猫
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
？

Ａ　
猫
に
障
害
を
与
え
な
い
よ
う
、

水
を
か
け
る
な
ど
の
方
法
で
追
い
払

っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
猫
に
危
害

を
加
え
る
こ
と
は
法
律
違
反
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

Ｑ　
そ
の
他（
捨
て
ら
れ
た
子
猫
等
）

Ａ　
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン

タ
ー　

☎
０
２
８（
６
８
４
）５
４
５

８○
日
程　
１
月
21
日（
日
）小
雨
決
行

○
時
間　
午
前
８
時
30
分
集
合
（
事

前
に
申
込
を
し
た
方
）

　
午
前
９
時
に
一
斉
ス
タ
ー
ト
! !

○
場
所 
壬
生
町
城
址
公
園　
東
側

駐
車
場
（
発
・
着
）

○
コ
ー
ス　
　

・
５
ｋ
ｍ
↓
壬
生
町
の
歴
史
散
策

・
10
ｋ
ｍ
↓
水
辺
の
川
沿
い
橋
巡
り

○
主
催　
川
の
日
を
国
民
の
祝
日
に

し
よ
う
会

○
後
援　
壬
生
町

○
申
込
方
法　
〜
令
和
６
年
１
月
13

日（
土
）電
話
に
て
受
付
（
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）

◎
問
合
せ　
町
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
み
ぶ
り
ん
（
月
曜
日
・
祝
日
は
休

館
）　
☎（
21
）８
７
３
１

○
募
集
学
科　
木
造
建
築
科
、
畳
科
、

建
築
設
計
科
、
広
告
美
術
科
、
フ
ラ

ワ
ー
装
飾
科

○
対
象　
各
学
科
に
関
連
す
る
事
業

所
等
に
就
職
し
て
い
る
方
で
、
雇
用

保
険
ま
た
は
建
設
業
の
一
人
親
方
等

の
労
災
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
。

※
再
就
職
の
準
備
中
の
方
も
入
校
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

※
そ
の
他
の
入
校
希
望
者
も
相
談
に

応
じ
ま
す

○
募
集
期
間　
〜
令
和
６
年
３
月
９

日（
土
）

　
受
付
は
火
〜
土
（
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
ま
で
）

◎
申
込
・
問
合
せ　
宇
都
宮
共
同
高

等
産
業
技
術
学
校　
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

２
８（
６
２
２
）１
２
７
１

　
県
内
企
業
へ
の
就
職
活
動
を
行
う

方
を
支
援
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
と

ち
ま
る
就
活
ア
プ
リ
」
を
運
営
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、

企
業
情
報
や
求
人
情
報
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
情
報
、
県
内
各
地
で
実
施

さ
れ
る
就
活
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー

情
報
な
ど
、
県
内
で
の
就
職
活
動
を

効
率
的
に
進
め
る
た
め
の
情
報
が
多

数
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
カ
レ
ン
ダ
ー
機
能
も

備
え
、
就
職
活
動
を
支
援
す
る
ツ
ー

ル
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

◎
問
合
せ　
県
労
働
政
策
課　
☎
０

２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

　
越
冬
病
害
虫
を
防
除
す
る
た
め
、

あ
ぜ
道
等
の
野
火
焼
き
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
近
隣
の
方
は
洗
濯
物
等
ご

生
活
環
境
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
禁
止
で
す

近
所
の
方
か
ら
愛
犬
が
き
ら
わ

れ
な
い
た
め
に

猫
と一緒
に
く
ら
す
た
め
に

第
１
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

農
政
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

商
工
観
光
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

宇
都
宮
共
同
高
等

産
業
技
術
学
校

（
職
業
訓
練
校
）

令
和
６
年
度
訓
練

生
募
集

壬
生
町
全
域
で
「
野
火
焼
き
」

の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す

と
ち
ぎ
で
の
就
職
活

動
を
応
援
し
ま
す
！

栃
木
県
公
式
「
と
ち

ま
る
就
活
ア
プ
リ
」
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お し ら せ

注
意
く
だ
さ
い
。
個
人
で
野
火
焼
き

を
行
う
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
の
で
、

地
元
農
事
部
等
に
必
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
日
時　
１
月
７
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

※
雨
天
等
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
場

合
は
、
１
月
14
日（
日
）に
延
期

○
場
所　
町
内
の
水
田
・
畑
の
あ
ぜ

道
等

◎
問
合
せ　
農
政
課
農
業
振
興
係　

☎（
81
）１
８
３
９

　
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
を
左
記
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ー

器
お
よ
び
ボ
ッ
ク
ス
つ
い
て
は
、
お

客
さ
ま
に
管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

○
期
間　

１
月
３
日（
水
）〜
12
日

（
金
）

○
特
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
事
項

・
期
間
中
、
愛
犬
は
出
入
口
や
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ
た
所
に
つ

な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
物

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
（
鉄
板
、

資
材
、
植
木
鉢
、
車
、
洗
濯
機
な

ど
）

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
き
れ

い
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
（
水
、

砂
、
泥
、
ゴ
ミ
な
ど
）　
　
　

・
家
屋
の
増
改
築
の
際
は
、
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
を
見
や
す
い
と
こ
ろ
に

設
置
し
て
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
止
水
栓
か
ら
宅
地
内
の

給
水
装
置
（
給
水
管
、
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
等
）
に
つ
い
て
は
、
お
客
さ

ま
の
区
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

部
分
に
つ
い
て
の
漏
水
等
の
修
繕
は
、

お
客
さ
ま
に
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

　
３
か
月
に
１
度
、
水
道
水
の
放
射

性
物
質
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
放
射
性
物
質
は
検
出
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
水
道
課　
☎（
82
）２
２

６
０
（
徴
収
事
務
受
託
者　
㈱
日
本

ウ
ォ
ー
タ
ー
テ
ッ
ク
ス
）

　
井
戸
水
の
み
の
方
、
ま
た
は
水
道

水
と
井
戸
水
を
併
用
し
て
下
水
道
を

使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご
家
族
の

人
数
が
変
更
に
な
る
場
合
〈
転
入
・

転
出
（
長
期
転
勤
、
介
護
施
設
へ
入

所
な
ど
）
・
出
生
・
死
亡
な
ど
〉
に

は
、
す
み
や
か
に
下
水
道
課
ま
で

「
公
共
下
水
道
使
用
人
数
届
」
を
提

出
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
井
戸
水
で
下
水
道
を
使
用

さ
れ
る
方
は
転
入
・
転
出
の
際
に

「
公
共
下
水
道
使
用
届
（
開
始
・
休

止
）
届
」
を
提
出
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
下
水
道
使
用
料
金
を
算

定
す
る
際
の
基
準
と
な
る
下
水
道
の

使
用
量
を
、
基
本
的
に
町
の
水
道
の

使
用
水
量
と
し
て
い
ま
す
が
、
水
道

水
以
外
の
水
（
主
に
井
戸
水
）
を
使

用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
次
の
基

準
に
よ
り
使
用
量
が
認
定
さ
れ
ま
す
。

①
井
戸
水
の
み
を
使
用
し
て
い
る
場

合
（
１
人
に
つ
き
１
か
月
６
㎥
）

【
例
】
４
人
家
族
の
場
合　
６﹇
㎥

／
人
﹈×
４﹇
人
﹈＝
24﹇
㎥
﹈が
１
か

月
の
汚
水
量
と
認
定
さ
れ
ま
す
。　

②
井
戸
水
と
水
道
水
を
併
用
し
て
い

る
場
合
（
１
人
に
つ
き
１
か
月
４
㎥

＋
水
道
使
用
水
量
）

【
例
】
４
人
家
族
で
水
道
使
用
量
が

10
㎥
の
場
合　

４﹇
㎥
／
人
﹈×
４

﹇
人
﹈+
10﹇
㎥
﹈＝
26﹇
㎥
﹈が
１
か

月
の
汚
水
量
と
認
定
さ
れ
ま
す
。

※
下
水
道
使
用
料
は
２
か
月
に
一
度

の
納
付
で
す

※
人
員
に
は
０
歳
児
も
含
み
ま
す

　
農
業
集
落
排
水
を
使
用
さ
れ
て
い

る
方
の
使
用
料
金
は
、
ご
家
族
の
人

数
に
よ
り
算
定
し
て
い
ま
す
。
家
族

の
中
で
、
転
入
・
転
出
・
出
生
・
死

亡
等
に
よ
る
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

届
出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
使
用
料

金
が
変
更
と
な
り
ま
す
。
家
族
の
人

数
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
す

み
や
か
に
下
水
道
課
ま
で
「
使
用

水
・
世
帯
人
員
変
更
届
」
を
提
出
く

だ
さ
い
。
提
出
の
無
い
場
合
、
使
用

料
金
は
変
更
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
世
帯
全
体
で
の
転
入
・
転

出
な
ど
の
際
に
は
、
「
使
用
開
始
・

休
止
・
廃
止
・
再
開
届
」
を
提
出
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
書
式
に
つ
い
て
は
、
壬
生

町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
下
記
問
合
せ
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方
は
、

浄
化
槽
法
に
よ
り
毎
年
一
回
定
期
的

に
検
査
を
受
検
す
る
よ
う
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
検
査
は
、
浄

化
槽
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、

き
れ
い
な
処
理
水
が
放
流
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
栃
木
県
の
指
定
す
る

機
関
〈
（
一
社
）
栃
木
県
浄
化
槽
協

会
〉
が
検
査
す
る
も
の
で
、
浄
化
槽

（
既
存
の
単
独
処
理
浄
化
槽
も
含

む
）
を
設
置
し
て
い
る
方
は
必
ず
こ

の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
11
条
検
査
に
関
す
る
手
続
は
、
通

常
の
保
守
点
検
と
併
せ
て
保
守
点
検

業
者
へ
委
託
で
き
ま
す
の
で
、
ご
契

約
の
保
守
点
検
業
者
へ
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

　
法
定
検
査
を
受
け
な
い
と
、
法
を

執
行
す
る
町
長
か
ら
「
検
査
を
受
け

る
よ
う
」
勧
告
・
命
令
が
行
わ
れ
、

こ
れ
に
違
反
す
る
と
30
万
円
以
下
の

過
料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
下
水
道
課
業
務
係　
☎

（
81
）１
８
５
８

　
節
分
を
迎
え
る
鬼
の
お
面
を
作
り

ま
し
ょ
う
！！
さ
ぁ
〜
あ
わ
て
ん
ぼ
う

の
鬼
さ
ん
は
ま
ち
か
ど
文
庫
に
や
っ

て
来
る
で
し
ょ
う
か
？

○
内
容　
手
遊
び
・
人
形
劇
・
鬼
の

お
面
を
作
ろ
う
！

○
日
時　
１
月
21
日（
日
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

○
場
所　
南
犬
飼
地
区
公
民
館
分
館

　
講
堂
お
よ
び
、
ま
ち
か
ど
文
庫
フ

ロ
ア

○
対
象　
未
就
学
児
・
小
学
生　

※
幼
児
・
小
学
生
低
学
年
の
お
子
さ

ん
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す

○
参
加
費　
無
料

○
申
込　
12
月
15
日（
金
）〜
令
和
６

年
１
月
19
日（
金
）

　
火
曜
日
〜
金
曜
日　
午
後
１
時
〜

止
水
栓
か
ら
宅
地
内
の
給
水
装

置
の
漏
水
に
つ
い
て

下
水
道
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
の
お
知
ら
せ

水
道
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

放
射
性
物
質
測
定
結
果
に
つ
い
て

農
業
集
落
排
水
の
届
出
に
つ
い
て

井
戸
水
使
用
者
の
下
水
道
の
使
用

量
の
算
出
の
し
か
た

浄
化
槽
の
定
期
検
査
（
11
条
検

査
）
受
検
の
お
願
い

ま
ち
か
ど
文
庫
に「
春
よ
こ
い
♪
」

井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
公
共

下
水
道
使
用
者
の
方
へ
の
お
願
い
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お し ら せ

５
時
　
土
曜
日
、
日
曜
日　
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

　
ま
ち
か
ど
文
庫
の
窓
口
も
し
く
は
、

電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
10
組
先
着
順
で
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

◎
問
合
せ　
南
犬
飼
地
区
公
民
館
ま

ち
か
ど
文
庫　
☎（
86
）４
４
０
１

○
日
時　
１
月
６
日（
土
）午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
（
受
付
は
午
前
９

時
〜
）

○
場
所　
城
址
公
園
ホ
ー
ル
（
壬
生

中
央
公
民
館
）
中
ホ
ー
ル

○
参
加
資
格　
町
内
在
住
の
小
中
高

生
お
よ
び
町
に
通
学
の
高
校
生

○
募
集
人
数　
先
着
60
名

○
課
題　
冬
休
み
の
宿
題
に
な
っ
て

い
る
「
書
初
め
」
の
課
題
を
書
い
て

も
ら
い
ま
す
。
（
栃
木
県
書
写
書
道

教
育
研
究
会
主
催
の
書
初
め
）

※
終
了
後
に
参
加
者
全
員
で
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
の
課
題
・
書
体
は
自
由

で
、
１
文
字
で
す
。
好
き
な
文
字
、

書
き
た
い
文
字
を
考
え
て
き
て
く
だ

さ
い　

○
参
加
費　
５
０
０
円
（
用
紙
お
よ

び
記
念
品
代
を
含
む
。
当
日
納
入
）

○
申
込
方
法　
城
址
公
園
ホ
ー
ル
に

必
要
事
項
（
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
電

話
番
号
・
学
校
名
・
学
年
）
を
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

○
申
込
締
切　
〜
12
月
22
日（
金
）

○
持
ち
物　
書
初
め
用
下
敷
き
、
大

筆
、
小
筆
、
墨
液
、
文
ち
ん
等　
書

道
用
具
一
式
と
新
聞
紙
10
枚
程
度

※
な
お
、
書
初
め
用
の
手
本
と
用
紙

（
当
大
会
指
定
用
紙
）
は
主
催
者
側

が
用
意
し
ま
す
。
防
寒
対
策
を
し
て
、

ご
参
加
く
だ
さ
い

○
作
品
提
出　
ひ
と
り
１
点
提
出

○
作
品
展
示　
１
月
６
日（
土
）〜
21

日（
日
）城
址
公
園
ホ
ー
ル
・
ロ
ビ
ー

・
主
催　
壬
生
町
新
春
書
初
め
席
書

大
会
実
行
委
員
会

・
共
催　
壬
生
町
教
育
委
員
会　
壬

生
町
文
化
協
会

◎
問
合
せ　
城
址
公
園
ホ
ー
ル
（
壬

生
中
央
公
民
館
）　
☎（
82
）０
１
０

８　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）０
０
４
２

　
初
心
者
の
方
で
も
安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
毎
月
３
回
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
日
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導
日
時
　

・
12
月
12
日（
火
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

・
12
月
17
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

・
12
月
28
日（
木
）午
後
３
時
〜
７
時

・
1
月
９
日（
火
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

・
１
月
21
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

・
１
月
25
日（
木
）午
後
３
時
〜
７
時

○
場
所　
町
総
合
運
動
場
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム

○
使
用
料
金　
１
人
に
つ
き
１
時
間

１
５
０
円
（
ゆ
う
が
お
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
会
員
は
１
時
間
１
０
０
円
）

※
使
用
料
金
の
み
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
指
導
を
受
け
ら
れ
ま
す

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
、
オ
ー
プ
ン

な
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
を
開
催
し
ま

す
！
服
装
自
由
、
は
じ
め
て
の
方
も

大
歓
迎
！
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
に
触
れ
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
！

○
日
時　
１
月
21
日（
日
）午
前
８
時

30
分
集
合

○
会
場　
町
総
合
運
動
場
体
育
館

○
ク
ラ
ス
（
ダ
ブ
ル
ス
）

・
我
こ
そ
は
Ａ
ク
ラ
ス

・
楽
し
み
た
い
Ｂ
ク
ラ
ス

・
試
合
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
て
み
た
い
Ｃ

ク
ラ
ス

・
今
年
始
め
た
方
Ｄ
ク
ラ
ス

○
参
加
資
格　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽

し
み
た
い
方

○
参
加
費　
大
人
・
高
校
生
・
中
学

生
１
人
１,
０
０
０
円
、
小
学
生
１

人
５
０
０
円

○
組
合
せ　
主
催
者
一
任

○
試
合
方
法　
各
ク
ラ
ス　
リ
ー
グ

戦○
申
込
方
法　
１
月
５
日（
金
）午
後

５
時
ま
で
に
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

申
込
み
く
だ
さ
い
。
（
氏
名
、
ク
ラ

ス
、
電
話
番
号
、
経
験
年
数
必
須
）

○
注
意
事
項　
申
込
み
を
受
け
付
け

た
際
に
は
確
認
の
電
話
を
し
ま
す
。

　
確
認
の
電
話
が
な
い
場
合
は
申
込

み
が
届
い
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
　

 

　
黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
の
閉

鎖
に
伴
い
、
回
数
券
の
払
い
戻
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
申
請
期
間
は
次
の

と
お
り
で
す
の
で
、
ふ
れ
あ
い
プ
ー

ル
回
数
券
を
お
持
ち
の
方
は
お
早
め

に
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
返
金
で
き
る
回
数
券
は
壬

生
町
出
納
員
ま
た
は
分
任
出
納
員
の

領
収
印
に
よ
っ
て
購
入
日
が
確
認
で

き
る
も
の
の
み
で
す
。

○
申
請
場
所　
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

○
申
請
期
限　
令
和
５
年
12
月
28
日

（
木
）ま
で

○
申
請
に
必
要
な
も
の　
回
数
券
、

印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）
、
振
込

先
の
通
帳

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
町

総
合
運
動
場
内
）　
☎（
82
）２
３
４

５　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）２
７
０
６

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
親

睦
を
は
か
る
た
め
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
主
催　
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会

○
日
時　
１
月
９
日（
火
）午
前
８
時

30
分
集
合
締
切
（
遅
刻
し
た
場
合
参

加
で
き
ま
せ
ん
）

※
雨
天
延
期
（
午
前
８
時
に
決
定
）

延
期
の
場
合
は
、
１
月
16
日（
火
）に

実
施
予
定

○
会
場　
町
総
合
運
動
場
Ｂ
グ
ラ
ウ

ン
ド

○
集
合
締
切
時
刻　
午
前
８
時
30
分

（
遅
刻
し
た
場
合
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
）

○
参
加
資
格　
町
内
在
住
の
方

○
申
込
方
法　
当
日
会
場
に
て
受
付

○
参
加
費　
３
０
０
円
（
協
会
登
録

者
は
無
料
）

○
協
会
へ
の
登
録　
年
間
会
費
３
，

５
０
０
円
（
町
協
会
費
２
，
０
０
０

円
、
県
協
会
費
１
，
０
０
０
円
、（
公

社
）
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
費
５
０
０
円
）

○
持
参
品　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

用
品
（
お
持
ち
で
な
い
方
は
申
し
出

て
く
だ
さ
い
）

◎
問
合
せ　
壬
生
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会　
会
長　
星
野
ト
ヨ

☎（
82
）１
８
８
７

壬
生
町
総
合
運
動
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導
日

第
１
回
オ
ー
プ
ン
交
流
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会　
参
加
者
募
集

黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
回

数
券
の
払
い
戻
し
に
つ
い
て

第
７
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会　
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
か
ら

の
お
し
ら
せ

第
12
回
壬
生
町
新
春
書
初
め
席

書
大
会

ほ
し 

の  

と　
よ



　
栃
木
シ
テ
ィ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
、
小

学
生
対
象
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
で

す
。
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
サ
ッ

カ
ー
の
基
本
を
学
び
、
基
礎
体
力
の

向
上
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま

す
。

○
日
時　
１
月
21
日（
日
）午
前
10
時

〜
正
午　
　

○
場
所　
壬
生
町
総
合
運
動
場

○
募
集
人
数　
先
着
１
０
０
名

○
参
加
資
格　
町
内
在
住
お
よ
び
近

隣
市
町
の
ジ
ュ
ニ
ア
（
小
学
生
）

○
参
加
費　
会
員
１
０
０
円　
非
会

員
２
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

○
申
込
期
間　
12
月
15
日（
金
）〜
令

和
６
年
１
月
12
日（
金
）

◎
申
込
・
問
合
せ　
ゆ
う
が
お
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
壬
生
町
総
合
運
動
場
管
理
棟
内
）

☎（
51
）６
０
２
２　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
51
）２

９
４
３

　
壬
生
町
内
の
各
施
設
は
次
の
と
お

り
閉
庁
（
休
み
）
と
な
り
ま
す
。

○
壬
生
町
役
場
本
庁
、
稲
葉
、
南
犬

飼
出
張
所

○
期
間　
12
月
29
日（
金
）〜
１
月
３

日（
水
）

※
右
記
期
間
で
も
、
死
亡
届
、
出
生

届
、
婚
姻
届
な
ど
の
戸
籍
届
書
は
左

記
の
場
所
で
受
付
し
ま
す

・
役
場
本
庁　
☎（
81
）1
8
2
5　

（
受
付
時
間
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
）

・
壬
生
消
防
署
（
国
谷
１
０
３
６
番

地
）（
役
場
本
庁
の
受
付
時
間
外
）

※
死
亡
届
等
お
預
か
り
で
き
な
い
届

書
も
あ
り
ま
す

○
と
お
り
ま
ち
保
育
園
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
ひ
よ
こ
・
つ
ば
め

○
期
間　

12
月
29
日（
金
）〜
１
月
３

日（
水
）

○
児
童
館
、
総
合
運
動
場
全
施
設
、

北
部
・
南
部
運
動
場
、
城
址
公
園
ホ

ー
ル
（
壬
生
中
央
公
民
館
）
、
南
犬

飼
地
区
公
民
館
、
稲
葉
地
区
公
民

館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
図
書
館
、

生
涯
学
習
館
、
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い

広
場

○
期
間　

12
月
28
日（
木
）〜
１
月
４

日（
木
）

　
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
し
尿
の

く
み
取
り
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
年
末
】

○
ご
み
収
集　
12
月
29
日（
金
）ま
で
、

指
定
曜
日
の
区
域
を
通
常
ど
お
り
に

収
集
し
ま
す
。

○
ご
み
の
持
ち
込
み　

12
月
30
日

（
土
）午
前
11
時
30
分
ま
で
、
受
け
入

れ
ま
す
。

※
最
終
日
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
前
日
ま
で
の
来
場
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
な
お
、
31
日
は
受
け
入
れ

ま
せ
ん

○
し
尿
く
み
取
り　
12
月
28
日（
木
）

ま
で
、
く
み
取
り
し
ま
す
。

【
年
始
】

○
ご
み
収
集　
１
月
４
日（
木
）か
ら
、

指
定
曜
日
の
区
域
を
通
常
ど
お
り
に

収
集
し
ま
す
。

※
年
始
の
回
収
が
休
業
と
な
る
た
め
、

も
え
な
い
ご
み
の
収
集
が
月
、
火
、

水
曜
日
に
な
っ
て
い
る
地
区
は
回
収

す
る
週
が
変
わ
り
ま
す
（
第
１
・
第

３
週
↓
第
２
・
第
４
週
、
第
２
・
第

４
週
↓
第
３
・
第
５
週
）

○
ご
み
の
持
ち
込
み　

１
月
４
日

（
木
）か
ら
、
受
け
入
れ
ま
す
。 

○
し
尿
く
み
取
り　
１
月
４
日（
木
）

か
ら
、
く
み
取
り
し
ま
す
。

※
休
業
期
間
中
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す

※
ご
み
の
収
集
ル
ー
ト
が
変
更
に
な

り
、
収
集
の
時
間
が
ず
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
み
は
必
ず
収

集
当
日
の
午
前
８
時
ま
で
に
出
し
て

く
だ
さ
い

◎
問
合
せ

・
ご
み
に
つ
い
て　
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
☎（
82
）３
４
２
４

・
し
尿
に
つ
い
て　
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー　
☎（
82
）６
７
３
９

26

お し ら せ

ゆ
う
が
お
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー

ス
ク
ー
ル
参
加
者

募
集
！

水道工事にご協力ください
　老朽管更新工事を下記のとおり行います。
　工事期間中はご迷惑をかけますが、ご協力をお願いします。

12号工区

13号工区

12号工区

13号工区

工 事 名：①令和５年度第12号工老朽管
　　　　　更新工事 
　　　　　②令和５年度第13号工老朽管
　　　　　更新工事 
工事箇所：大字北小林または助谷地内
工事期間：12月上旬頃～令和６年３月下
　　　　　旬頃まで

※工事区間によっては全面通行止めとなり
ますので迂回のご協力をお願いします
　また、社会情勢による資材の供給不足等
により上記工期を超過する場合があります。

◎問合せ　水道課工務係　☎（82）2260

①

②

年
末
年
始
の
お
し
ら
せ

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
及
び
し

尿
汲
み
取
り
に
つ
い
て



　産後の心身の状態を回復させるためには体力と仲
間が必要です。参加者の皆さんとバランスボールで
楽しく弾みながら、体力を回復していきましょう！
また、バランスボールは赤ちゃんの寝かしつけにも
最適なアイテム、心地よい眠りもお届けします。
○日　時　１月12日（金）午前10時～11時
○場　所　保健福祉センター２階
○講　師　バランスボールダンスインストラクター
　　　　　蟹澤佳奈氏
○対　象　生後２か月～6か月くらいまでの赤ちゃ
　　　　んと保護者（町内在住）
○定　員　親子10組程度
○申　込　12月１日（金）～電話で申込み　
　　　　　定員になり次第締め切り
○持ち物　バスタオル・タオル・お気に入りのおも
　　　　ちゃ、水分補給用飲み物（ミルク等）
◎問合せ　こども未来課子育て支援センターひよこ
　　　　　☎（82）3309（午前９時～午後４時30分）

　児童館をはじめて利用する親子を応援します。
○日　時　12月20日（水）午前10時～11時 
○対　象　はじめて児童館を利用する親子
○内　容　利用案内・読み聞かせ・クラフトタイム
　　　　・自由遊び

　
小物づくりをきっかけに子育て・
ママ友づくりを応援します。　　　　　　　　　

○日　時　12月15日（金） 
　　　　　午前９時30分～10時30分　４組
　　　　　午前10時30分～11時30分　４組
○対　象　未就園児親子　8組
○内　容　クラフトタイム・読み聞かせ・自由遊び

《共通事項》
○場　所　町児童館
○申　込　前日までに電話で申込み
◎問合せ　こども未来課児童館　☎（82）7388
（月曜日～土曜日　午前８時30分～午後５時）

　毎月開催しているミニイベントですが、今回は町内
の中学生も参加です。簡単なゲームやふれあい遊び
など年齢問わず楽しめる内容です。普段なかなか関
わることのない中学生のお兄さん、お姉さん、お子さ
んの交流がお互いにいい体験となることと思います。
　一緒に楽しみましょう！
○日　時　１月６日（土）・13日（土）午前10時～11時
○対　象　未就学児親子（町外の方も参加可）
○定　員　各日とも親子10組

　とっさの事態に慌てないために、いざという時に
対応ができるように知っておくと必ず役に立つ応急
手当の講習会です。ファミサポ協力会員向けの講習
会ですが、どなたでも参加できます。お子さんのた
めにも、自分自身のためにも一緒に学びましょう。
○日　時　１月17日（水）午前10時～正午
○講　師　日本赤十字社栃木県支部
○対　象　未就学児親子（町外の方も参加可）・ファ
　　　　ミサポ協力会員・興味関心のある大人の方
　　　　ならどなたでも参加可
○定　員　親子15組・ファミサポ協力会員（大人）
　　　　10名

つばめ交流会「いっしょにあそぼ！」参加者募集

かにさわ  か  な

子育て支援センター
からのおしらせつばめつばめ

子育て支援センター
ひ よ こひ よ こからのおしらせ

はじめての児童館

　栃木県子ども総合科学館の方を講師に招き、親子
でふれあい運動と簡単工作を行います。みんなで楽
しみましょう！
○日　時　１月10日（水）午前10時～11時
○対　象　未就学児親子（町外の方も参加可）
○定　員　親子10組

《共通事項》
○場　所　子育て支援センターつばめ
○申　込　12月１日（金）～電話・来所にて受付
　　　　　定員になり次第締め切り
○持ち物　水分補給用飲み物
※動きやすい服装でお願いします
※ファミサポ講習のみバンダナまたは大判ハンカチ
１枚、長袖Ｔシャツ（大人用、子ども用どちらでも
ＯＫ）

◎問合せ　こども未来課子育て支援センターつばめ
　　　　　☎（86）0132・（25）7773
　　　　　（午前９時～午後４時30分）

児童館からのおしらせ児童館からのおしらせ

マミータイム
【まつぼっくりスノードーム】

あそびの出前教室
「ドライブドライブ」参加者募集
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【産後の体力回復応援講座】
「母と子のバランスボールダンス」参加者募集

ファミサポ講習会「乳幼児の病気や
ケガの応急手当て」参加者募集



　図書館スタッフによる、とっても楽しいクリスマ
スおはなし会です。ちょっとしたプレゼントももら
えるよ。申込み待ってます！
○日　時　12月23日（土）午前10時～10時30分
○場　所　町立図書館　２階児童室　　 
○定　員　親子10組（先着順）
○参加費　無料
○申　込　12月９日(土)午前９時より、図書館カウ
　　　　ンターにてお申し込みください。
　　　　　（電話での受付は正午より可）

　今年も「新春図書館寄席」を開催します。
　楽しい落語で新年を明るくスタートしましょう！
○日　時　１月７日（日）午後２時～３時30分
○場　所　城址公園ホール（壬生中央公民館）２階
　　　　研修室
○出　演　冗談法人「真岡落語研究会」
○定　員　30名（先着順）
○参加費　無料
○申　込　12月16日（土）午前９時より、図書館カウ
　　　　ンターにて申し込み。
※電話での受付は正午より可

　町立図書館では、10月より「下野新聞データベー
スplus日経テレコン」サービスを開始しました。
　館内にあるインターネット閲覧用パソコンにて、
2001（平成13）年以降の「下野新聞」記事や、1975
（昭和50）年以降の「日本経済新聞」各紙の記事を検
索することができます。調べもの
にぜひご活用ください！
　利用したい方は、カウンターに
てスタッフにお声がけください。

　12月の「大人の折り紙教室」は都合により中止と
なりました。

（０･１･２才向け）
　12月21日（木）・１月18日（木）
　午前10時～10時30分

《共通事項》
○場　所　町立図書館２階　児童室
◎問合せ　町立図書館　☎（82）8543

図書館からのおしらせ図書館からのおしらせ

　図書館では、スタッフ・ボランティアによる子ど
も向けの読み聞かせを開催しています。

おはなし会12月・１月の日程

おはなしひろば

親子おはなし会

　12月２日（土）・９日（土）・16日（土）
　１月６日（土）・13日（土）・27日（土）
　午前10時～10時30分
※12月23日（土）は「クリスマスおはなし会」、１月
20日（土）は「冬のおはなし会」を午前10時から開催
します。

クリスマスおはなし会

○移動図書館（BM）12月の日程
壬生北小学校

睦小学校

壬生東小学校

藤井小学校

安塚小学校

羽生田小学校

稲葉小学校

午後１時～２時

午後１時～３時

午後１時～３時

午後１時～２時

午後１時～３時

午後１時～２時

午後１時～２時

5日（火）

7日（木）

8日（金）

12日（火）

13日（水）

14日（木）

15日（金）

午後２時～４時
おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

22日（金）
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○移動図書館（BM）１月の日程
羽生田小学校

壬生東小学校

壬生北小学校

安塚小学校

藤井小学校

稲葉小学校

睦小学校

午後１時～２時

午後１時～３時

午後１時～２時

午後１時～３時

午後１時～２時

午後１時～２時

午後１時～３時

11日（木）

12日（金）

16日（火）

17日（水）

18日（木）

19日（金）

25日（木）

午後２時～４時
おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

26日（金）

　町立図書館は、12月28日（木）～１月４日（木）の
間、年末年始のため休館となります。
　休館中の本の返却は、返却ポストをご利用ください。
　CD、DVD、ビデオ、紙芝居、他の図書館から取
り寄せた資料は、壊れる危険性があるため、返却ポ
ストに入れないでください。１月５日（金）以降、図
書館カウンターへ直接ご返却ください

《共通事項》
◎問合せ　町立図書館　☎（82）8543

町立図書館　年末年始休館のおしらせ

過去の「下野新聞」記事を検索できます！

新春図書館寄席

「大人の折り紙教室」のお知らせ
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各　　種　　相　　談各　　種　　相　　談

お し ら せ

人権･行政相談

その他

相談内容

場　所
日　時

南犬飼地区公民館
12月21日（木）午後１時30分～４時

　相談無料・秘密厳守 お気軽にご相談ください。
予約は必要ありませんが、事前予約を推奨します。

申込み
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

心配ごと特別相談（弁護士相談）

町社会福祉協議会　☎（82）7899

その他

対　象

申込日

申込方法
相談員
場　所

日　時

　相談無料　国が設立した法律相談機関『法テラ
ス栃木』もご利用ください。☎0570（078）374

町内在住　各回５名
同一の内容の相談は一回限り

弁護士

電話予約受付（先着順）
12月11日（月）
午前８時30分～

１月９日（火）
午前８時30分～

12月14日（木）  
午前10時～正午

１月11日（木）  
午前10時～正午

申込み
問合せ

町保健福祉センター２階　録音室

消費生活相談

対　象

相談員

日　時

消費生活相談員

月～金曜日
（土・日曜日、祝日および年末年始を除く）
午前９時～正午、午後１時～４時 

町内在住者
申込み
問合せ 町消費生活センター　☎（82）1106

場　所 町消費生活センター（役場庁舎内）

みんなの人権110番 　　　　　　☎0570（003）110  
子どもの人権110番 　　　　　　☎0120（007）110  
女性の人権ホットライン　　　　 ☎0570（070）810  
インターネット人権相談窓口　https://www.jinken.go.jp

電話・インターネットによる人権相談

　相続全般ほか「相続登記義務化」、おひとり様
や認知症に備えた生前対策、ほか法律相談

行政書士相談

司法書士相談

相談内容

日　時

役場103会議室

対　象

申込方法
電話予約受付（先着順）

相談員 司法書士

場　所

12月20日（水）午後２時～４時
１回の相談時間は30分です

町内在住者

申込み
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

12月１日（金）午前８時30分～

相続、遺言、農地転用、開発行為等の手続相談内容

日　時

役場103会議室

対　象

申込方法
電話予約受付（先着順）

相談員 行政書士

場　所

12月27日（水）午後２時～４時　 
１回の相談時間は30分です

町内在住者

申込み
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

12月１日（金）午前８時30分～

「人権相談」
　差別、いじめ、職場での嫌がらせ、虐待、
DVなどは人権擁護委員に相談。
「行政相談」
　医療保険、年金、道路等、行政についての
苦情、要望等。
　相談員は本町の下記行政相談委員。
　相田喜久夫 氏　☎（82）0603
　粂川　元一 氏　☎（86）3869
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壬生町防災行政無線システムについて

総務課消防防災係　☎（81）1808壬生町防災行政無線に関するお問合せは

　役場にて放送した拡声子局からの案内と同じ内容を、携
帯電話やパソコンなどにメールで配信します。
　事前登録が必要ですので、次により登録ください。登録
方法は、携帯電話・パソコンなどから右記２次元コードや
下記ＵＲＬへアクセスしてください。
・URL　http://www.bousai-mibu.jp/mail/pub/

・２次元コード

防災メールの配信放送内容の確認（電話応答装置）

☎0282（82）9000

　「放送されていることに途中で気付いた」
「風が強くて放送内容がよく聞こえなかった」
という場合は、次の番号に電話すると放送内容
を聞くことができます。
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　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、心に不安がある方や悩み、
ストレスがある方に対してLINEを使用した相談を行っています。

午後１時～11時まで（土日祝日含む）
本相談は「LINEアプリ」を使用します。 
２次元コードを読み取るか、URLを入力して、登録してください。 
URLはこちら→https://l in.ee/mEQ70Cr

相談時間
相談方法

こころの相談@とちぎこころの相談@とちぎ

※受診する際は、事前に電話確認をしてからお出かけください。

日　　時

相談内容

相談番号

毎日　　 　午後４時～９時
毎月10日　午前８時 ～ 翌日11日
　　　　　 午前８時の24時間
自殺予防相談

日　　時

相談内容

平日　午後５時 ～ 翌朝８時30分
土日・祝日・年末年始（12/29～1/3）
24時間
緊急に必要な精神医療相談

いのちの電話 救急医療相談電話

☎0570（666）990

いのちの電話 救急医療相談電話いのちの電話 救急医療相談電話精神科自殺予防 精神科自殺予防

相談番号☎0120（783）556 通話料
無料

　なお、新型コロナウイルス等の影響により、緊急的に医療機関の診療時間が変更、休診になる場合があります。

午後７時～10時　内科（小児を含む）のみ

内科（小児を含む）、外科　午前９時～午後９時

内　科　午前９時～午後９時
外　科　午前９時～午後５時
小児科　午後６時～９時

平日（月～土曜日）

休日（祝日・年末年始）

休日（日曜日）

◆栃木地区急患センター　栃木市境町27-15　☎（22）8699

診療日時

※発熱やせき・息切れ、強いだるさ（倦怠感)などの症状があり、新型コロナウイルスの感染が疑われる方は、
直接受診する前に、医療機関に電話相談し、指示を受けてください
※新型コロナウイルスの感染が疑われ、医療機関の受診が困難な場合には、栃木県新型コロナ総合相談コール
センターに連絡してください（24時間対応）
◆栃木県新型コロナ総合相談コールセンター ☎0570（550）096

◆とちぎ救急医療電話相談
　急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が相談に応じます。

〔大 人〕毎日　午後６時～10時
　　　　 ☎028（623）3344　プッシュ回線＃7111

〔子ども〕月曜日～土曜日　午後６時～翌朝８時
　　　　　日曜日・祝　日　24時間
　　　　　☎028（600）0099　プッシュ回線＃8000

12月３日
12月10日
12月17日
12月24日
12月31日
１月１日
１月２日
１月３日

安塚793－１
大師町38－４
中央町６－37
中央町３－21
安塚793－１
安塚765－15
寿町５－３
駅東町５－６

☎（86）8039
☎（81）0001
☎（82）2002
☎（82）0141
☎（86）8039
☎（86）6000
☎（25）5881
☎（21）7300

小 林 内 科 ク リ ニ ッ ク
あ か り こ ど も ク リ ニ ッ ク
松 本 内 科 医 院
前 原 医 院
小 林 内 科 ク リ ニ ッ ク
に し や ま 内 科 ク リ ニ ッ ク
高 橋 と お る ク リ ニ ッ ク
は し も と ク リ ニ ッ ク

◆壬生町在宅当番医　午前９時～午後５時
電話番号住　　所診療科目病　　院　　名日　付

内科
小児科
内科
内科
内科
内科
内科・外科
内科

（日）
（日）
（日）
（日）
（日）
（月）
（火）
（水）



月

12月

１月
1

5
6
7
8
9
10

3

12
13
14
15

16
17

19

22
23
24

20

26

水

木

27

4

21

2

18

25

11

土

月

火

日

土

日

28
29

31

金

30

こども（行事名） おとな（行事名）日 曜

１歳６か月児健診（12：50～保健福祉センター）

産後の骨盤ストレッチ教室（９：30～保健福祉センター）

成長記録会ベビーチャピー（９：30～子育て支援センターひよこ）

３歳児健診（12：50～保健福祉センター）

なかよし相談（９：30～保健福祉センター）
おっぱい相談（10：00～保健福祉センター）
はじめての児童館（10：00～児童館）
地域子育て支援活動（10：00～おもちゃのまちゆうゆ館）

いっしょにあそぼ！（10：00～子育て支援センターつばめ）

いっしょにあそぼ！（10：00～子育て支援センターつばめ）

おっぱい相談（10：00～保健福祉センター）
あそびの出前教室「ドライブドライブ」（10：00～子育て支援センターつばめ）

母と子のバランスボールダンス（10：00～子育て支援センターひよこ）

司法書士相談（14：00～103会議室）

行政書士相談（14：00～103会議室） 

集団健診（７：30～南犬飼地区公民館・分館）
窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

集団健診（７：30～南犬飼地区公民館・分館）
窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

土

水

木

月

火

日

金

土

金

木

月

水

火

月

日

土

金

木

水

日

火

シルバー人材センター　刃物研ぎ（９：00～南犬飼出張所　入口東側
自転車置場）

集団健診（８：30～稲葉地区公民館）

人権・行政相談（13：30～南犬飼地区公民館）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

●固定資産税……………………………（３期）
●国民健康保険税………………………（６期）
●介護保険料……………………………（６期）
●後期高齢者医療保険料………………（６期）
　　　　　　　　　納期限　12月25日（月）

12月の
納税等

毎月第３日曜日は家庭の日です。
この機会に家族の絆を深めてみませんか？
※一部施設で優待制度があります。（詳細は県ＨＰ参照）
◎問合せ　教育委員会事務局生涯学習課（☎81ー1873）

毎月第３日曜日は
ふれあい育む
　　　　家庭の日

12月16日～１月15日 イベントの開催状況については、町の公式ウェブサイトを
確認するか、各担当課にお問合せください。

31

役場本庁舎・稲葉出張所・南犬飼出張所　年末年始休業（～３日まで）

シルバー人材センター入会説明会（13：30～壬生町シルバーワークプ
ラザ研修室）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（９：30～児童館）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（９：30～児童館）
４か月児健診（13：00～保健福祉センター）
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環境保護のため再生紙を使用しています。

発行人／壬生町役場  〒321-0292 栃木県下都賀郡壬生町大字壬生甲3841-1　編集／総務部総合政策課情報デジタル係
　　　　電話0282-81-1814　FAX0282-28-6718　壬生町公式ウェブサイト https://www.town.mibu.tochigi . jp

【まちのうごき】●総人口 38,392人（-47）　男 19,022人（-22）　女 19,370人（-25）　●総世帯 16,492世帯（-7） （　）内は前月比　令和５年10月末現在

わが家の
アイドル
わが家の
アイドル
わが家の
アイドル

次回は２月生まれのアイドルを募集します。 12月18日（月）締切り

【必要事項】

【申込方法】

【申 込 先】

【備　　考】

　氏名（ふりがな）（複数のアイドルが写っている場合はそれぞれ分か
るように明記してください）、保護者名、生年月日、住所、電話番号
　町公式ウェブサイトの、わが家のアイドル入力フォーム
https://www.town.mibu.tochigi.jp/docs/2014122100034/
から申込みができます
役場総合政策課、稲葉・南犬飼出張所、
子育て支援センターでも受付けています。
壬生町総務部総合政策課情報デジタル係
〒321-0292　壬生町大字壬生甲3841-１
メール　sougo@town.mibu.tochigi.jp
・壬生町在住の９歳以下（一緒に写っているお子さん含む）
に限ります。
・複数の写真を１枚にする、ぼかす、エフェクトを加えるなどの加工はしないでください。
・一度掲載した写真は原則掲載できません。
・写真は掲載後、原則お返しできません。
・町子育てサイトのトップページにもお写真のみ掲載します。

 ん の 場み な 広

ひ さぎ

日楓ちゃん
（H30.9.30生）

ほし だ    えい と

星田 瑛翔くん
（H29.8.28生）

すず き   りく  と

鈴木 陸斗くん
（R4.12.5生）

ゆう や

優弥くん
（H29.3.13生）

よしもと かがり

吉本 燎くん
（R2.12.24生）

いわ  し みず  らん

石清水 蘭ちゃん
（R2.12.19生）

さいとう    り  な

斎藤 浬那ちゃん
（H29.12.28生）

おお の    あや ね

大野 絢音ちゃん
（H30.12.28生）

よし ば    たく  や

吉葉 拓弥くん
（R1.12.28生）

みや た      れ  な

宮田 怜奈ちゃん
（R3.12.16生）

おおみや  あ さ ひ

大宮 空柊くん
（H27.12.23生）

ゆう  な

有那ちゃん
（R2.5.11生）

しん た  ろう

新太朗くん
（H29.6.9生）

あら い    いっせい

新井 壱征くん
（H30.12.28生）

あつ  み  あお  ば

渥美 葵葉ちゃん
（H30.12.5生）

かい と

快音くん
（R5.6.1生）

ふく だ      れ  な

福田 玲凪ちゃん
（R3.12.28生）

以下の方より、教育のために役立ててほしいと寄附がありました。
匿名希望　様　…………………………………………… 100,000円寄 附

　10月29日に、壬生町役場本庁舎および多目的広場おいて、52団体の協力のもと、４年ぶりとなる「第34回壬生町
健康ふくしまつり」を開催しました。
　当日、朝は小雨となってしまったものの、天候の回復とともに多くの方が、来場しました。役場大会議室で行われた
開会式では、町民の歌斉唱から始まり壬生町「保健・福祉事業功労者」、社会福祉協議会「募金箱コンテスト」および
「高額寄付者」への表彰が行われました。
　その他、役場の庁舎内では、町医師会によるシンポジウム「食生活と健康」が開催され、登壇者と来場者の間で健康
的に生きることと食生活の関係を中心に積極的な意見交換が行われました。また「骨密度測定」「歯科相談」「聞こえ
のテスト」「体組成測定」など自分の健康を確認することができる測定ブースには多くの方が訪れていました。
　大会議室は開会式後に様変わりし、子ども向けブースを中心に「こどもの身体測定」「フォトコーナー」「ボウリング」
「おばけつり」など屋内ながらも親子そろって楽しめる場として盛り上がっていました。
　屋外では、特設ステージが設置され、子どもたちのダンスや演奏、手話サークルの手話歌の発表が行われました。芝
生上の多目的広場には多くのテントが立ち、各種バザーや「点字手話体験」「異文化交流」「災害時非常食の試食」な
ど多くの来場者でにぎわいを見せていました。

第34回壬生町健康ふくしまつり ～開催しました～第34回壬生町健康ふくしまつり ～開催しました～

◎問合せ　健康ふくしまつり実行委員会事務局　健康福祉課健康増進係　☎（81）1885　　FAX（81）1121
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